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注意 

本文書は、情報提供の目的のみのために提供されるものです。本書の発行時点におけ

る AWS の現行製品と慣行を表したものであり、それらは予告なく変更されることがあ

ります。お客様は本文書の情報および AWS 製品の使用について独自に評価する責任を

負うものとします。これらの情報は、明示または黙示を問わずいかなる保証も伴うこ

となく、「現状のまま」提供されるものです。本文書内のいかなるものも、AWS、そ

の関係者、サプライヤ、またはライセンサーからの保証、表明、契約的なコミットメ

ント、条件や確約を意味するものではありません。お客様に対する AWS の責任は、

AWS 契約により規定されます。本書は、AWS とお客様の間で行われるいかなる契約の

一部でもなく、そのような契約の内容を変更するものでもありません。 
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要約 

AWS クラウドには、処理能力、ストレージオプション、ネットワーキング、および

データベースなど、幅広いインフラストラクチャサービス一式が準備されており、

ユーティリティとして、オンデマンドで数秒のうちに、従量料金で利用できます。

データウェアハウスから、デプロイツール、ディレクトリ、コンテンツ配信に至るま

で、90 以上の AWS のサービスをご利用になれます。新しいサービスはすばやくプロ

ビジョニングでき、事前投資費用は必要ありません。そのため、エンタープライズ、

スタートアップ、中小企業、公共セクターのお客様が、それぞれ必要なビルディング

ブロックにアクセスし、変化するビジネス要件に迅速に対応できます。このホワイト

ペーパーでは、AWS クラウドの利点の概要を説明し、プラットフォームを構成する

サービスをご案内します。 
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はじめに 

アマゾン ウェブ サービス (AWS) は 2006 年に、今ではクラウドコンピューティングとし

て広く知られている、Web サービスの形での企業への IT インフラストラクチャサービ

スの提供を開始しました。クラウドコンピューティングの主なメリットの 1 つは、先

行投資資本となるインフラコストを、お客様のビジネス拡大にあわせた低額の変動費

に移行できることです。企業は、クラウドを利用することで、サーバーなどの IT イン

フラストラクチャを何週間または何か月も前から計画し、調達する必要がなくなりま

した。クラウドなら、即座に何百・何千ものサーバーを数分でスピンアップし、迅速

に結果を出すことができます。 

AWS は現在、世界中の 190 か国で数十万社もの企業に利用されている、信頼性が高くス

ケーラブルで低コストなクラウド内インフラストラクチャプラットフォームを提供して

います。 

クラウドコンピューティングとは? 

クラウドコンピューティングでは、インターネットを経由したクラウドサービスプラッ

トフォームを介し、従量課金制で処理能力、データベースストレージ、アプリケーショ

ンなどの IT リソースをオンデマンドで提供します。何百万ものモバイルユーザーと写真

を共有するアプリケーションを実行する場合でも、ビジネスにとって重要なオペレー

ションをサポートする場合でも、クラウドサービスプラットフォームなら柔軟で低コス

トの IT リソースに迅速にアクセスできます。クラウドを利用すると、ハードウェアへの

多額の先行投資や、そのハードウェア管理に伴う重労働に長時間を費やす必要がなくな

ります。その代わりに、まったく新しいすばらしいアイデアを実現したり、IT 部門を運

営するために必要なだけの適切な種類とスペックのコンピューティングリソースをプロ

ビジョニングできます。必要なときすぐに必要な量のリソースにアクセスできます。お

支払いいただくのは使用した分のみです。 
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クラウドコンピューティングにより、一連の幅広いサーバー、ストレージ、データ

ベース、アプリケーションサービスにインターネット経由で簡単にアクセスできるよ

うになります。アマゾン ウェブ サービスのようなクラウドサービスプラットフォーム

は、このようなアプリケーションサービスに必要なネットワークに接続されたハード

ウェアを所有し保守します。一方お客様はウェブアプリケーション経由で必要なもの

をプロビジョニングして使用します。 

クラウドコンピューティングの 6 つの長所 

固定費が変動費へ 

使用量もわからないうちにデータセンターやサーバーに多額の投資を行う必要はな

く、コンピューティングリソースを使用した時に、使用した分だけ支払います。 

スケールによる大きなコストメリット 

クラウドを使用すると、自社環境よりも低い変動コストを実現できます。何十万もの

お客様の使用量がクラウドに集約されるため、AWS のようなプロバイダはより高い経

済的なスケールメリット得ることができ、その結果はより低価格の従量課金に還元さ

れます。 

キャパシティーの推測が不要に 

必要なインフラ容量を予測する必要がなくなります。アプリケーションの導入に先

立って性能を決定すると、多くの場合、高価で無駄なリソースが発生したり、機能が

制限されたりします。クラウドコンピューティングではこのような問題が発生しませ

ん。必要な分のみキャパシティーにアクセスし、必要に応じてわずか数分の手間でス

ケールアップまたはスケールダウンできます。 
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速度と迅速性の向上 

クラウドコンピューティング環境では、新しい IT リソースが 1 クリックで手に入るた

め、開発者用にこのようなリソースを用意する時間が数週間から数分間に短縮されま

す。結果として、検証と開発にかかるコストと時間が大幅に減るため、組織の迅速性

も大幅に向上します。 

データセンターの運用や保守への投資が不要に 

インフラではなく、ビジネスを差別化するプロジェクトに集中できます。クラウドコ

ンピューティングでは、サーバーのラッキング、スタック、電源供給といった手間の

かかる作業よりも、自社の顧客に注力できます。 

グローバル化を即座に達成 

わずか数回クリックだけで、世界中の複数のリージョンにアプリケーションを容易に

デプロイできます。つまり、最小限のコストで、より低いレイテンシーとより良いエ

クスペリエンスを顧客に提供できます。 

クラウドコンピューティングのタイプ 

クラウドコンピューティングを使用することで、開発者や IT 部署は、調達、保守、容

量計画など差別化につながらない作業から逃れ、最重要課題に集中することができま

す。クラウドコンピューティングが普及した現在では、いくつかの異なるモデルやデ

プロイ戦略が出現し、さまざまなユーザーの特定のニーズを満たせるようになってい

ます。クラウドサービスやデプロイ方法の各タイプはそれぞれ、異なるレベルのコン

トロール、柔軟性、管理を提供します。Infrastructure as a Service、Platform as a Service、

および Software as a Service の相違点や、利用できるデプロイ戦略について理解すること

で、自身のニーズに合った適切なサービスの組み合わせを決定できます。 
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クラウドコンピューティングのモデル 

Infrastructure as a Service (IaaS) 

Infrastructure as a Service (IaaS) にはクラウド IT の基本構築ブロックが用意されており、

通常はネットワーキング機能、コンピュータ (仮想または専有ハードウェア)、データ

ストレージスペースへのアクセスを提供します。IaaS が提供する IT リソースの柔軟性

と管理コントロールは最高レベルのものであり、多くの IT 部署や開発者が現在慣れ親

しんでいる既存の IT リソースとよく似ています。 

Platform as a Service (PaaS) 

Platform as a Service (PaaS) を使用すると、組織で基盤インフラストラクチャ (通常は

ハードウェアとオペレーティングシステム) を管理する必要がなくなり、自社アプリ

ケーションの開発と管理に集中できます。リソースの調達、容量の使用計画、ソフト

ウェアメンテナンス、パッチの適用、またはアプリケーションの実行に関連するその

他のわずらわしい作業について心配する必要がなくなるため、業務をより効率的に進

めることができます。 

SaaS（Software as a Service） 

Software as a Service (SaaS) は、サービスプロバイダによって実行および管理される完成

品を提供します。ほとんどの場合、エンドユーザーアプリケーションを指して 

Software as a Service という言葉が用いられます。SaaS 製品を使用すると、サービスの

保守方法や基盤インフラストラクチャの管理方法に頭を悩ませる必要がなくなり、そ

のソフトウェアをどう使うかを考えるだけでよくなります。よく知られている SaaS ア

プリケーションの例はウェブベースの E メールです。E メール製品の追加機能の管理

や、E メールプログラムが実行されるサーバーやオペレーティングシステムの保守を

する必要がなく、E メールを送受信できます。 
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クラウドコンピューティングのデプロイモデル 

クラウド 

クラウドベースのアプリケーションは完全にクラウド上にデプロイされており、アプ

リケーションのすべての部分はクラウド上で実行されます。クラウド内のアプリケー

ションには、クラウド内で作成されたものもあれば、クラウドコンピューティングの

メリットを活用するために既存のインフラストラクチャから移行されたものもありま

す。1クラウドベースのアプリケーションは低レベルのインフラストラクチャ上で作成

することもできれば、管理、設計、および核となるインフラストラクチャのスケーリ

ング要件からの抽象化を提供する高レベルのサービスを使用することもできます。 

ハイブリッド 

ハイブリッドデプロイとは、クラウドベースのリソースと、クラウド上にはない既存

のリソースとの間でインフラストラクチャとアプリケーションを接続する方法です。

もっとも一般的なハイブリッドデプロイの方法は、クラウドと既存のオンプレミスイ

ンフラストラクチャ間を接続して、クラウドのリソースを内部システムに接続しなが

ら、組織のインフラストラクチャをクラウドに拡張、成長させることです。AWS にお

けるハイブリッド環境のサポートの詳細については、ハイブリッドページを参照して

ください。2 

オンプレミス 

仮想化およびリソース管理ツールを使用してリソースをオンプレミスでデプロイする

ことを「プライベートクラウド」と呼ぶこともあります。オンプレミスデプロイはク

ラウドコンピューティングのメリットを大きく生かすことはできませんが、専有リ

ソースを提供できるため、求められることがあります。3多くの場合、このデプロイモ

デルはレガシ IT インフラストラクチャと同じですが、アプリケーション管理と仮想化

技術を使用してリソース使用率をできるだけ向上させるものです。 

https://aws.amazon.com/what-is-cloud-computing/
https://aws.amazon.com/what-is-cloud-computing/
https://aws.amazon.com/hybrid/
https://aws.amazon.com/hybrid/
https://aws.amazon.com/enterprise/hybrid/
https://aws.amazon.com/enterprise/hybrid/
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グローバルインフラストラクチャ 

AWS には、190 を超える国々に 100 万を超えるアクティブなお客様がいます。AWS は

グローバルなインフラストラクチャを着実に拡大しており、お客様が低いレイテン

シーおよび高いスループットを実現し、4お客様のデータが確実に指定された地域内に

のみ保存されるようにしています。お客様のビジネスの成長に応じて、AWS は皆様の

グローバルな要件を満たせるインフラストラクチャを提供していきます。 

AWS クラウドインフラストラクチャはリージョンとアベイラビリティーゾーン (AZ) を

中心として構築されます。リージョンは世界中の物理的場所であり、リージョンに複

数の AZ が配置されています。AZ は 1 つ以上の独立したデータセンターで構成されま

す。各データセンターは、冗長性のある電源、ネットワーキング、および接続性を備

えており、別々の設備に収容されています。このような AZ によって、お客様は単一の

データセンターでは実現できない高い可用性、耐障害性、および拡張性を備えた本番

用のアプリケーションとデータベースを運用できます。AWS クラウドは世界中の 16 

の地理的リージョン内の 42 の AZ を運用しており、2017 年にはさらに 2 つのリージョ

ンと 5 つのアベイラビリティーゾーンがオンラインになる予定です。  

Amazon の各リージョンは、Amazon の他のリージョンと完全に分離されるように設計

されています。これにより、最大限の耐障害性と安定性が達成されます。各 AZ は独立

していますが、同じリージョン内の AZ 同士は低レイテンシーのリンクで接続されてい

ます。AWS を使用すると、各リージョン内の複数のアベイラビリティーゾーンだけで

なく、複数の地理上のリージョン内に、柔軟にインスタンスを配置してデータを保存

できます。各アベイラビリティーゾーンは、独立した障害ゾーンとして設計されてい

ます。つまり、アベイラビリティーゾーンは、一般的な都市地域内で物理的に分離さ

れており、洪水の影響が及ばないような場所にあります (洪水地域の分類はリージョン

によって異なります)。個別の無停電電源装置 (UPS) やオンサイトのバックアップ生成

施設に加え、シングルポイントの障害の可能性を減らすために、別々の電力供給施設

から異なる配管網を経由して、個別に電力供給を行っています。AZ はすべて複数の 

Tier-1 トランジットプロバイダーに重複して接続しています。 

https://aws.amazon.com/about-aws/global-infrastructure
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セキュリティとコンプライアンス 

セキュリティ 

クラウドセキュリティは AWS の最優先事項です。5AWS のお客様は、セキュリティを

最も重視する組織の要件を満たすよう構築されたデータセンターとネットワークアー

キテクチャを利用できます。クラウド内のセキュリティは、施設やハードウェアの保

守費用がかからないという点だけを除けば、オンプレミスデータセンターのセキュリ

ティによく似ています。クラウドでは、物理的なサーバーまたはストレージ機器を管

理する必要がありません。その代わりにソフトウェアベースのセキュリティツールを

使用して、クラウドリソースを出入りする情報の流れを監視および保護します。 

AWS クラウドの利点は、セキュアな環境を維持し支払いは使用するサービスに対して

のみでありながら、スケーリングとイノベーションが可能である点です。つまり、オ

ンプレミス環境よりも低コストで必要なセキュリティを獲得できます。 

AWS のお客様は、セキュリティを最も重視するお客様の要件に合わせて構築された 

AWS のポリシー、アーキテクチャ、運用プロセスのベストプラクティスをすべて利用

できます。セキュリティ統制に必要な柔軟性と俊敏性を手に入れてください。 

AWS クラウドでは、責任共有モデルを利用できます。AWS はクラウドのセキュリティ

を管理する一方、クラウド内のセキュリティについてはお客様の責任です。つまり、

お客様は、所有するコンテンツ、プラットフォーム、アプリケーション、システムお

よびネットワークを保護するために実装するセキュリティの管理権限を保持してお

り、これはオンサイトのデータセンターのそれとなんら変わることはありません。 

AWS は、オンラインリソース、担当者、パートナーを通じてガイダンスや専門知識を

提供します。AWS は現行の問題についてアドバイスを提供します。さらに、セキュリ

ティの問題が発生した場合は AWS と協力することもできます。 

https://aws.amazon.com/security
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お客様は、セキュリティの目的を達成するために役立つ何百ものツールや機能にアクセ

スできます。AWS では、ネットワークセキュリティ、設定管理、アクセスコントロー

ル、データ暗号化などに関するセキュリティ専用ツールや機能をご用意しています。 

最後に、AWS の環境は継続的に監査されており、各地域および業界全体で認定機関か

ら認定を受けています。AWS 環境では、アセットインベントリや特権アクセスレポー

ト用の自動化ツールの利点を生かすことができます。 

AWS セキュリティの利点 

 データの保護：AWS インフラストラクチャでは、お客様のプライバシーを保

護するための、強力な安全対策が用意されています。すべてのデータは安全性

が非常に高い AWS データセンターに保存されます。 

 コンプライアンスの要件に準拠：AWS では、インフラストラクチャ内で数多

くのコンプライアンスプログラムを管理できます。つまり、コンプライアンス

の一部は最初から達成されています。 

 コスト削減：AWS データセンターを利用することでコストを削減できます。お

客様が独自の施設を管理する必要なく、最上位のセキュリティを維持できます。 

 迅速なスケーリング：AWS クラウドの使用量に合わせてセキュリティをス

ケーリングできます。ビジネスの規模に関わらず、AWS インフラストラク

チャによってお客様のデータが保護されます。 
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コンプライアンス 

AWS クラウドコンプライアンスにより、クラウドでセキュリティとデータ保護を維持

するために AWS に導入されている堅牢な管理について、ご理解いただけます。6シス

テムは AWS クラウドインフラストラクチャの最上部に構築されるため、お客様と AWS 

の間でコンプライアンス上の責任が分担されます。ガバナンスに重点を置き、監査に

適したサービス機能を該当するコンプライアンス基準または監査基準と結び付けるこ

とで、AWS コンプライアンスの実現を支援するドキュメントは、従来のプログラムに

基づいて構築されています。このため、お客様は AWS セキュリティ管理環境で確立

し、運用できます。 

AWS がお客様に提供する IT インフラストラクチャは、セキュリティのベストプラク

ティス、および各種 IT セキュリティ基準に合わせて設計、管理されています。AWS が

準拠している保証プログラムの一部を以下に挙げます。 

 SOC 1/ISAE 3402、SOC 2、SOC 3 

 FISMA、DIACAP、FedRAMP 

 PCI DSS レベル 1 

 ISO 9001、ISO 27001、ISO 27018 

AWS は、ホワイトペーパー、レポート、認証、認定資格、その他サードパーティによ

る証明によって、当社の IT 統制環境に関する幅広い情報をお客様にご提供していま

す。詳細については、リスクおよびコンプライアンスホワイトペーパー7および AWS 

セキュリティセンターを参照してください。8 

https://aws.amazon.com/compliance/
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/compliance/AWS_Risk_and_Compliance_Whitepaper.pdf
http://d0.awsstatic.com/whitepapers/compliance/AWS_Risk_and_Compliance_Whitepaper.pdf
http://aws.amazon.com/security/
http://aws.amazon.com/security/
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アマゾン ウェブ サービスクラウドプラッ

トフォーム 

AWS は、お客様がビジネスおよび組織の要件に合わせ、組み合わせて使用できる多く

のクラウドサービスで成り立っています。このセクションでは、主要な AWS のサービ

スをカテゴリ別にご紹介します。サービスにアクセスするには、AWS マネジメントコ

ンソール、コマンドラインインターフェイス、または Software Development Kit (SDK) を

使用します。 

AWS マネジメントコンソール 

シンプルで直感的に操作できるユーザーインターフェイスである AWS マネジメントコ

ンソールから、9アマゾン ウェブ サービスにアクセスして管理します。また、AWS コ

ンソールモバイルアプリを使用して、すばやく使用中のリソースを表示することもで

きます。10 

AWS コマンドラインインターフェイス 

AWS コマンドラインインターフェイス (CLI) は、AWS のサービスを管理するための統合

ツールです。11ダウンロードおよび設定用の単一のツールのみを使用して、コマンドライ

ンから複数の AWS サービスを制御し、スクリプトを使用してこれらを自動化することが

できます。 

Software Development Kits 

Software Development Kit (SDK) を使用すると、アプリケーションプログラムインター

フェイス (API) をユーザーのプログラミング言語またはプラットフォーム用に調整し

て、AWS のサービスをユーザーのアプリケーションで容易に利用できます。12 

https://aws.amazon.com/console/
https://aws.amazon.com/console/
https://aws.amazon.com/console/
http://aws.amazon.com/console/mobile/
http://aws.amazon.com/console/mobile/
http://aws.amazon.com/cli
https://aws.amazon.com/tools/
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コンピューティング 

Amazon EC2 

Amazon Elastic Compute Cloud (Amazon EC2) は、安全で規模の変更が可能なコンピュー

ティング性能をクラウド内で提供するウェブサービスです。ウェブスケールの処理能

力を開発者が簡単に利用できるよう設計されています。13 

Amazon EC2 のシンプルなウェブサービスインターフェイスを通して、キャパシティー

の取得と設定をスムーズに行うことができます。使用するコンピューティングリソー

スのあらゆる面をお客様自身で制御することができ、Amazon の実績あるコンピュー

ティング環境で実行できます。Amazon EC2 であれば、新規サーバーインスタンス 

(Amazon EC2 インスタンスと呼ばれます) の取得と起動に要する時間は分単位にまで短

縮されるので、キャパシティーの拡張も縮小も、コンピューティング要件の変化に合

わせてすばやく実行できます。Amazon EC2 はコンピューティングの経済性も変革しま

す。料金のお支払いは、実際に使用したキャパシティーの分だけです。Amazon EC2 

は、開発者およびシステム管理者にツールを提供して、障害に耐性のあるアプリケー

ションの構築と、一般的な障害シナリオからの脱却を可能にします。 

メリット 

弾力性のあるウェブスケールコンピューティング 

Amazon EC2 を使用すれば、数時間や数日ではなく、数分以内に、能力の増減を行うこ

とができます。1 つのサーバーインスタンスでも、数百、数千のインスタンスでも、

同時に作動させられます。すべてがウェブサービス API でコントロールされるため、

アプリケーションのニーズに応じた自動的なスケールアップやスケールダウンが可能

です。 

http://aws.amazon.com/ec2/
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完全な制御が可能 

お客様は、ご自分の Amazon EC2 インスタンスを完全に管理できます。お客様は各イン

スタンスへのルートアクセス権限を持ち、他のマシンと同じようにインスタンスを操

作することが可能です。Amazon EC2 インスタンスを停止してもブートパーティション

上のデータは保持することができ、その後ウェブサービス API 経由で同一のインスタ

ンスを再起動することができます。ウェブサービス API を使用すれば、リモートでイ

ンスタンスをリブートすることができます。  

柔軟なクラウドホスティングサービス 

さまざまなインスタンスタイプ、オペレーティングシステム、ソフトウェアパッケー

ジから選ぶことができます。Amazon EC2 では、お客様が選択したオペレーティングシ

ステムやアプリケーションに合わせて最適なメモリ設定、CPU、インスタンススト

レージ、ブートパーティションサイズを選ぶこともできます。たとえば、オペレー

ティングシステムの選択肢には、数多くの Linux ディストリビューションや Microsoft 

Windows Server が含まれています。14 

統合 

Amazon EC2 は、Amazon Simple Storage Service (Amazon S3)、Amazon Relational Database 

Service (Amazon RDS)、および Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC) などほとんどの 

AWS のサービスと統合され、幅広いアプリケーションに対応する、コンピューティン

グ、クエリ処理、クラウドストレージの安全な総合ソリューションを提供します。 

信頼性 

Amazon EC2 では、インスタンスの置き換えを速やかに、あらかじめ指定した条件で

実行できる、信頼性の高い環境が提供されています。このサービスは Amazon の実績

あるネットワークインフラストラクチャとデータセンターの中で稼動しています。

Amazon EC2 のサービスレベルアグリーメント (SLA) は、各リージョンにおいて、

99.95% の可用性を約束します。  

https://aws.amazon.com/windows/
https://aws.amazon.com/windows/
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セキュリティ保護 

Amazon EC2 は Amazon VPC と連携して動作し、お客様のコンピュートリソースに対し

て安全性と堅牢なネットワーキング機能を提供します。 

 お客様のコンピュートインスタンスは VPC にあり、お客様が指定した IP アド

レス範囲を持っています。インターネットに公開されるインスタンスと、プラ

イベートな状態のままにするインスタンスを決定します。 

 セキュリティグループとネットワークアクセスコントロールリスト (ACL) によ

り、インスタンスを出入りするインバウンドとアウトバウンドのネットワーク

アクセスを制御できます。 

 業界標準の暗号化 IPsec 仮想プライベートネットワーク (VPN) を使用して、既

存の IT インフラストラクチャを VPC 内のリソースに接続できます。 

 Amazon EC2 リソースは、ハードウェア専有インスタンスとしてプロビジョン

できます。15ハードウェア専有インスタンスは、分離性を高めるために単一の

顧客専有のハードウェア上で実行される Amazon EC2 インスタンスです。 

 Amazon EC2 リソースを、ハードウェア専有ホストにプロビジョンできます。

これはお客様専用の EC2 インスタンスキャパシティーを備えた物理サーバー

です。Dedicated Hosts は、既存のサーバー範囲内のソフトウェアライセンス

を使用することにより、コンプライアンス要件を満たし、コストを削減する

のに役立ちます。 

http://aws.amazon.com/vpc/
http://aws.amazon.com/ec2/purchasing-options/dedicated-instances/
https://aws.amazon.com/ec2/dedicated-hosts/
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安価 

Amazon EC2 は、Amazon で実現されているスケールの経済的利点をお客様にもたらし

ます。実際に使用するコンピューティング能力に対してのみ、非常に低額な料金をお

支払いいただきます。詳細については、「Amazon EC2 インスタンス購入オプション」

を参照してください。16 

 オンデマンドインスタンス — オンデマンドインスタンスは、長期間の契約な

しに、時間単位で、コンピューティング性能に対して料金をお支払いいただき

ます。アプリケーションの需要に応じて、計算能力を自在に増減できます。ま

た使用するインスタンスについて、特定の時間料金を支払うだけで済みます。

オンデマンドインスタンスを使用することにより、ハードウェアのプランニン

グ、購入、維持に伴うコストや手間が省け、高額な固定費となりがちな運用コ

ストを、より低額な変動費に抑えられます。オンデマンドインスタンスを使用

すれば、定期的なトラフィックのスパイクを処理するための「セーフティネッ

ト」キャパシティーを購入する必要もなくなります。 

 リザーブドインスタンス — リザーブドインスタンスでは、オンデマンドイン

スタンスの料金と比べて大幅な割引 (最大 75%) を受けられます。17コンバー

ティブルリザーブドインスタンスを使用すると、リザーブドインスタンスの料

金表のメリットを受けながら、ファミリー、オペレーティングシステムのタイ

プ、テナンシーを変更する柔軟性を得ることができます。 

 スポットインスタンス — スポットインスタンスとは、スペアの Amazon EC2 の

コンピューティング性能の価格をお客様が指定できるシステムです。18通常、

スポットインスタンスはオンデマンド価格と比較して割引価格でご利用いただ

けます。そのため、アプリケーションの実行コストを大幅に削減でき、同じ予

算でアプリケーションのコンピューティング性能とスループットを増やすこと

ができるほか、新しいタイプのクラウドコンピューティングアプリケーション

を実行できるようになります。 

http://aws.amazon.com/ec2/purchasing-options/
http://aws.amazon.com/ec2/purchasing-options/
http://aws.amazon.com/ec2/purchasing-options/reserved-instances/
http://aws.amazon.com/ec2/purchasing-options/spot-instances/
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Amazon EC2 Container Service 

Amazon EC2 Container Service (ECS) は、Docker コンテナをサポートするスケーラビリテ

ィに優れた高性能なコンテナ管理サービスです。19Amazon EC2 インスタンスのマネー

ジド型クラスターで簡単にアプリケーションを実行できます。Amazon ECS により、

クラスター管理のインフラストラクチャのインストール、運用、スケールを行う必要

がなくなります。簡単な API 呼び出しで、Docker が有効なアプリケーションを起動お

よび停止したり、クラスターの完全な状態を問い合わせたり、セキュリティグルー

プ、Elastic Load Balancing、Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) ボリューム、AWS 

Identity and Access Management (IAM) ロールなどの多くの使い慣れた機能にアクセス

したりできます。Amazon ECS を使用することで、リソースニーズと可用性要件に基

づいて、クラスター全体のコンテナの配置をスケジューリングできます。また、ビジ

ネスやアプリケーションに固有のニーズに合わせた独自のスケジューラーやサード

パーティー製スケジューラーを統合することもできます。 

Amazon EC2 Container Registry 

Amazon EC2 Container Registry (ECR) は、開発者が Docker コンテナイメージを簡単に保

存、管理、デプロイできる完全マネージド型の Docker コンテナレジストリです。20 

Amazon ECR は Amazon EC2 Container Service (ECS) に統合されているため、開発から本番

までのワークフローを簡略化できます。Amazon ECR を使用することにより、独自のコ

ンテナリポジトリを運用したり、その基盤インフラストラクチャをスケーリングした

りする必要がなくなります。Amazon ECR は、高度な可用性を備えたスケーラブルな

アーキテクチャでイメージをホストして、信頼性の高いアプリケーションのデプロイ

コンテナとなります。AWS Identity and Access Management (IAM) との統合により、それ

ぞれのリポジトリをリソースレベルで制御できます。Amazon ECR に前払い料金や長期

契約はありません。リポジトリに保存したデータ量とインターネットに送信された

データ量に対してのみ料金が発生します。 

 

http://aws.amazon.com/ecs/
https://aws.amazon.com/ecr/
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Amazon Lightsail  

Amazon Lightsail は、AWS で仮想プライベートサーバーを起動および管理するもっとも

簡単な方法として設計されています。21Lightsail のプランには、プロジェクトをすばや

く開始するためのすべてが揃っています。仮想マシン、SSD ベースのストレージ、

データ転送、DNS 管理、静的 IP アドレスが予測可能な低価格で提供されます。 

AWS Batch 

AWS Batch を使用することで、開発者、科学者、およびエンジニアは、数十万件の

バッチコンピューティングジョブを AWS で簡単かつ効率的に実行できます。22AWS 

Batch は、サブミットされたバッチジョブのボリュームや特定のリソース要件に基い

て、最適な量と種類のコンピューティングリソース (CPU やメモリ最適化インスタンス

など) を動的にプロビジョニングします。AWS Batch を使うと、ジョブを実行するため

のバッチコンピューティングソフトウェアやサーバークラスターをインストールした

り、管理したりする必要がなくなります。これにより、結果の分析と問題解決に集中

できます。AWS Batch では、Amazon EC2 やスポットインスタンスなどの幅広い AWS コ

ンピューティングサービスおよびバッチコンピューティングワークロードを計画、ス

ケジュール、実行します。 

AWS Elastic Beanstalk 

AWS Elastic Beanstalk は、Java、.NET、PHP、Node.js、Python、Ruby、Go および Docker 

を使用して開発されたウェブアプリケーションやサービスを、Apache、Nginx、

Passenger、インターネットインフォメーションサービス (IIS) など使い慣れたサーバー

でデプロイおよびスケーリングするための、使いやすいサービスです。23 

お客様はコードをアップロードするだけで、AWS Elastic Beanstalk が、キャパシティー

のプロビジョニング、負荷分散、Auto Scaling からアプリケーションの状態モニタリン

グまで、デプロイを自動的に処理します。同時に、お客様のアプリケーションが稼動

している AWS リソースの完全なコントロールを維持でき、いつでも基本的なリソース

にアクセスすることができます。 

https://amazonlightsail.com/
https://aws.amazon.com/batch
http://aws.amazon.com/elasticbeanstalk/
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AWS Lambda 

AWS Lambda を使用すると、サーバーをプロビジョニングまたは管理しなくてもコード

を実行できます。24使用したコンピューティング時間に対してのみお支払いいただき

ます — コードが実行中でなければ料金はかかりません。Lambda によって、実質どの

ようなタイプのアプリケーションやバックエンドサービスでも、管理なしでコードを

実行できます。コードをアップロードするだけで、コードの実行とスケールに必要な

処理はすべて Lambda により自動的に実行され、高い可用性が維持されます。コード

は、他の AWS のサービスから自動的にトリガーするよう設定することも、ウェブやモ

バイルアプリケーションから直接呼び出すよう設定することもできます。 

Auto Scaling 

Auto Scaling により、アプリケーションの可用性を維持できると同時に、お客様が定義

する条件に応じて Amazon EC2 の能力を自動的に縮小あるいは拡張することができま

す。25Auto Scaling を使用して、必要な数の Amazon EC2 インスタンスが確実に実行され

ている状態になります。また Auto Scaling によって、需要が急激に上昇したときには 

Amazon EC2 インスタンスの数を自動的に増やしてパフォーマンスを維持し、需要が落

ち着いた状態にあるときには能力を縮小してコストを削減できます。Auto Scaling は、

需要パターンが安定しているアプリケーションにも、利用量が時間単位、日単位、週

単位で変動するアプリケーションにも適しています。 

ストレージ 

Amazon S3 

Amazon Simple Storage Service (Amazon S3) は、シンプルなウェブサービスインターフェ

イスを使用して、ウェブ上のどこからでも、容量に関係なくデータを保存および取得

できるオブジェクトストレージです。2699.999999999% の耐久性を提供できるように設

計され、世界中で数兆を超えるオブジェクトをスケールします。 

 

http://aws.amazon.com/lambda/
http://aws.amazon.com/autoscaling/
http://aws.amazon.com/s3/
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Amazon S3 は、クラウドネイティブなアプリケーションのプライマリストレージとし

て、分析用の一括リポジトリまたは「データレイク」として、バックアップと復旧

用や災害対策用としてご利用いただけます。また、サーバーレスコンピューティン

グでも利用できます。  

Amazon のクラウドデータ移行オプションを使用すれば、大量のデータを Amazon S3 の

内外に簡単に移動できます。Amazon S3 に保存されたデータは、自動的に低価格の長

期クラウドストレージクラス (Amazon S3 標準 — 低頻度アクセスや Amazon Glacier な

ど) に階層化されアーカイブされます。 

Amazon S3 の特徴 

Amazon S3 では、クラウド内で現在最も豊富な機能を備えているオブジェクトスト

レージプラットフォームを利用できます。 

 シンプル：Amazon S3 はウェブベースのマネジメントコンソールおよびモバイ

ルアプリを備えており、使用が簡単です。Amazon S3 では REST API および SDK 

もすべて用意されているため、サードパーティー製テクノロジーの組み込みも

簡単です。 

 耐久性：Amazon S3 は重要なデータを保存するための耐久性のあるインフラス

トラクチャを提供し、オブジェクトの 99.999999999% の耐久性を実現するよう

に設計されています。データは冗長化されて複数の施設に保存され、各施設で

複数のデバイスに保存されます。 

 スケーラブル：Amazon S3 では、必要な量のデータを保存し、必要なときにア

クセスできます。今後のストレージニーズを予測し、必要に応じて拡大や縮小

を行わなくてもよいため、ビジネスの俊敏性が劇的に向上します。 

 セキュリティ保護：Amazon S3 は、SSL でのデータ転送と、アップロード後の

データの自動暗号化をサポートします。IAM を使用して、オブジェクトのアク

セス権限を管理しデータへのアクセスを制御するバケットポリシーを設定する

こともできます。 
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 使用可能：Amazon S3 スタンダードは、年間で最大 99.99% のオブジェクトの

可用性を提供するように設計されています。Amazon S3 のサービスレベルアグ

リーメントに裏付けられており、27必要なときに使用できます。また、レイテ

ンシーを最適化し、コストを最小限に抑え、規制要件に対応できる AWS リー

ジョンを選ぶこともできます。 

 低コスト：Amazon S3 を使用すると、非常に低いコストで大量のデータを保存

できます。さらに、コストを削減したい場合、ライフサイクルポリシーを使用

して、古くなったデータを自動的に標準 — 低頻度アクセスや Amazon Glacier 

に移行するよう、ポリシーを設定できます。 

 シンプルなデータ転送：Amazon ではクラウドデータ移行に複数のオプション

を用意しています。28これらを使用して、費用対効果に優れた方法で簡単に大

量のデータを Amazon S3 の内外に移動できます。ネットワークに最適化された

方法、物理ディスクベースの方法、またはサードパーティーによる接続方法を

選択して、Amazon S3 とのインポートやエクスポートを行うことができます。  

 統合：Amazon S3 は、様々な AWS サービスを使用するソリューションを容易

に構築できるようにするために、他の AWS サービスと緊密に統合されていま

す。統合には  Amazon CloudFront、Amazon CloudWatch、Amazon Kinesis、

Amazon RDS、Amazon Glacier、Amazon EBS、Amazon DynamoDB、Amazon 

Redshift、 Amazon Route 53、 Amazon EMR、 Amazon VPC、 Amazon Key 

Management Service (KMS)、および AWS Lambda が含まれます。 

 管理が簡単：Amazon S3 ストレージマネジメント機能によって、ストレージ最

適化、データセキュリティ、管理効率に対するデータ駆動型のアプローチを取

ることができます。これらのエンタープライズクラスの能力により、使用する

データのためのデータが提供され、この個別設定されたメタデータに基づいて

ストレージを管理できます。 

https://aws.amazon.com/s3/sla/
https://aws.amazon.com/s3/sla/
https://aws.amazon.com/cloud-data-migration/
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Amazon Elastic Block Store 

Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) は、AWS クラウドの Amazon EC2 インスタンス

で使用する永続的なブロックレベルのストレージボリュームを提供します。29コン

ポーネントに障害が発生した場合でも高い可用性と耐久性を提供できるように、各 

Amazon EBS ボリュームはアベイラビリティーゾーン内で自動的にレプリケートされま

す。Amazon EBS ボリュームは、作業負荷の実行に必要な安定した低レイテンシーのパ

フォーマンスを提供します。Amazon EBS を使用すると、使用量の拡張または縮小を分

単位で行うことができます。プロビジョニングしているサイズに合わせて、低料金で

ご利用いただけます。 

Amazon EBS の特徴 

 高性能なボリューム：最も条件の厳しいアプリケーションに必要なパフォーマ

ンスに合わせて、ソリッドステートディスク (SSD) -backed またはハードディ

スクドライブ (HDD)-backed ボリュームのいずれかを選択します。 

 アベイラビリティー：Amazon EBS の各ボリュームは可用性が 99.999% になる

ように設計されており、コンポーネントに障害が発生した場合でもアプリ

ケーションが保護されるように、アベイラビリティーゾーン内で自動的にレ

プリケートされます。 

 暗号化：Amazon EBS の暗号化では、保管中のデータと転送中のデータが EC2 

インスタンスと EBS ボリュームの間でシームレスに処理されます。  

 アクセス管理：Amazon の柔軟なアクセスコントロールポリシーにより、EBS 

ボリュームにアクセスできるユーザーを指定でき、データへの安全なアクセス

が保証されます。 

 スナップショット：EBS ボリュームのポイントインタイムスナップショットを

作成することにより、データを保護できます。作成されたスナップショット

は、長期保存のために Amazon S3 にバックアップされます。 

http://aws.amazon.com/ebs/
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Amazon Elastic File System 

Amazon Elastic File System (Amazon EFS) は、AWS クラウドで Amazon EC2 インスタンスと

共に使用するための、シンプルでスケーラブルなファイルストレージシステムです。30 

Amazon EFS は使いやすく、ファイルシステムをすばやく簡単に作成、設定することが

できるシンプルなインターフェイスを提供します。Amazon EFS では、ストレージ容量

は伸縮自在で、ファイルを追加または削除すると自動的に拡大/縮小するため、アプリ

ケーションは必要なときに必要なストレージを利用することができます。 

Amazon EFS ファイルシステムが Amazon EC2 インスタンスにマウントされると、標準

的なファイルシステムインターフェイスと、ファイルシステムアクセスのセマンティ

クスが提供され、既存のアプリケーションやツールに Amazon EFS をシームレスに統合

できます。複数の EC2 インスタンスが 1 つの EFS ファイルシステムに同時にアクセス

することができるため、Amazon EFS は複数の Amazon EC2 インスタンスで実行されて

いるワークロードおよびアプリケーションに共通のデータソースを提供できます。 

Amazon EFS ファイルシステムは、AWS Direct Connect を使用して VPC に接続する場

合、オンプレミスデータセンターサーバーにマウントできます。Amazon EFS ファイル

システムは、オンプレミスサーバーにマウントすることもでき、EFS へのデータセッ

トの移行、クラウドでのバーストシナリオの有効化、またはオンプレミスデータの 

EFS へのバックアップができます。 

Amazon EFS は高い可用性と耐久性を実現するよう設計されているため、ビッグデータ

と分析、メディア処理ワークフロー、コンテンツ管理、ウェブ配信、ホームディレク

トリなど、幅広いワークロードやアプリケーションに最適なパフォーマンスを実現で

きます。 

https://aws.amazon.com/efs/
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Amazon Glacier 

Amazon Glacier は、データのアーカイブおよび長期バックアップを行うための、安全性

と耐久性に優れたきわめて低コストのストレージサービスです。311 ギガバイトあたり

月額わずか 0.004 USD で、大量または少量のデータを確実に保存できます。オンプレミ

スのソリューションと比較して大幅にコストを削減することができます。低コストに

抑えつつさまざまな取り出しニーズに対応するために、Amazon Glacier にはアーカイブ

へのアクセスについて、数分から数時間までの 3 つのオプションが用意されています。 

AWS Storage Gateway 

AWS Storage Gateway サービスを使用すると、オンプレミスストレージ環境と AWS ク

ラウド間のシームレスなハイブリッドストレージが可能になります。32マルチプロト

コルストレージアプライアンスと Amazon クラウドストレージサービスへの非常に効

率的なネットワーク接続が組み合わされているため、実質無制限のパフォーマンスを

実現できます。リモートオフィスやデータセンターで、移行、バースト、ストレージ

階層化を含むハイブリッドクラウド作業に使用できます。 

データベース 

Amazon Aurora 

Amazon Aurora は、MySQL および PostgreSQL と互換性のあるリレーショナルデータ

ベースエンジンで、オープンソースデータベースのシンプルさとコスト効率性を備

え、高性能の商用データベースの可用性とスピードをあわせ持ったエンジンです。33 

Amazon Aurora は、MySQL よりも最大 5 倍のパフォーマンスを発揮するだけでなく、商

業用データベースのセキュリティ、可用性、および信頼性を 10 分の 1 のコストで実現

します。 

http://aws.amazon.com/glacier/
http://aws.amazon.com/storagegateway/
https://aws.amazon.com/rds/aurora/
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メリット 

 高性能：Amazon Aurora は、同じハードウェアで実行される標準的な MySQL の

最大で 5 倍のスループット、または標準的な PostgreSQL の 2 倍のスループット

を実現します。この安定したパフォーマンスは商用データベースと同等であ

り、コストは 10 分の 1 です。最大規模の Amazon Aurora インスタンスでは、

秒あたり最大 500,000 回の読み込みと最大 100,000 回の書き込みを達成できま

す。さらに、きわめて小さい 10 ms のレイテンシーを実現するリードレプリカ

を使用することによって、読み込みオペレーションをさらにスケールすること

もできます。  

 高い安全性：Amazon Aurora では、データベースのために複数のレベルのセ

キュリティが用意されています。Amazon VPC を使用したネットワークの分

離、AWS Key Management Service (KMS) を使用して作成および制御するキーを

使用した保管時の暗号化、および SSL を使用した転送中データの暗号化などで

す。暗号化された Amazon Aurora インスタンスでは、基盤となるストレージが

暗号化されます。さらに、同じクラスター内にある自動化バックアップ、ス

ナップショット、およびレプリカも暗号化されます。  

 MySQL および PostgreSQL との互換性：Amazon Aurora データベースエンジンは 

InnoDB ストレージエンジンを使用することで MySQL 5.6 と完全な互換性があ

ります。これは、お客様が MySQL データベースですでに使用しているコー

ド、アプリケーション、ドライバー、ツールをほとんど、またはまったく変更

を加えなくても Amazon Aurora で使用できることを意味します。このことはま

た、MySQL の標準のインポートおよびエクスポートのツールや MySQL binlog 

レプリケーションを使用して、既存の MySQL データベースを容易に移行でき

ることも意味します。現在、PostgreSQL 9.6 の SQL 方言および機能をサポート

する、PostgreSQL 互換の Amazon Aurora データベースインスタンスをプレ

ビューしています。 
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 高スケーラブル：Amazon Aurora データベースは、2 vCPU と 4 GiB のメモリを

備えたインスタンスから、最大で 32 vCPU と 244 GiB のメモリを備えたインス

タンスまでスケールできます。また、3 つのアベイラビリティーゾーンにかけ

て最大 15 個の低レイテンシーリードレプリカを追加することでさらに読み込

み容量をスケールできます。Amazon Aurora は 10 GB から 64 TB まで、必要に

応じて自動でストレージを拡張します。 

 高可用性と耐久性：Amazon Aurora は、99.99% の可能性を提供するように設計

されています。物理ストレージの障害は透過的に復旧され、インスタンスの

フェイルオーバーは、通常、30 秒未満で完了します。Amazon Aurora のスト

レージは耐障害性と自己修復機能を備えています。データについては、6 つの

コピーが 3 つのアベイラビリティーゾーンにわたってレプリケートされ、連続

的に Amazon S3 にバックアップされます。 

 完全マネージド型：Amazon Aurora は完全マネージド型のデータベースサービ

スです。つまり、ハードウェアプロビジョニング、ソフトウェアパッチ適用、

セットアップ、構成、モニタリング、またはバックアップなどのデータベース

管理タスクについて頭を悩ます必要はありません。Amazon Aurora では、自動

的にデータベースがモニタリングされ、S3 にバックアップされるので、きめ

細かいポイントインタイムリカバリが可能です。 

Amazon RDS 

Amazon Relational Database Service (Amazon RDS) を使用すると、クラウド内のリレーシ

ョナルデータベースのセットアップ、運用、スケールが簡単になります。3435費用対効

果が高くサイズ変更が可能な容量を提供し、時間がかかるデータベース管理タスクを

管理するため、お客様はアプリケーションやビジネスに集中できます。Amazon RDS で

は、Amazon Aurora、PostgreSQL、36MySQL、37MariaDB、38Oracle、39および Microsoft SQL 

Server の 6 つの使い慣れたデータベースエンジンから選択できます。40 

http://aws.amazon.com/rds/
https://aws.amazon.com/relational-database/
https://aws.amazon.com/relational-database/
https://aws.amazon.com/rds/postgresql/
https://aws.amazon.com/rds/mysql/
https://aws.amazon.com/rds/mariadb/
https://aws.amazon.com/rds/oracle/
https://aws.amazon.com/rds/sqlserver/
https://aws.amazon.com/rds/sqlserver/
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メリット 

 管理がすばやく簡単：Amazon RDS は、プロジェクトを計画してから配備を行

うまでの手順を簡単にします。AWS マネジメントコンソール、AWS RDS コマ

ンドラインインターフェイス、またはシンプルな API コールを使用して、本番

環境で利用できるリレーショナルデータベース機能に数分でアクセスできま

す。インフラストラクチャをプロビジョニングする必要はなく、データベース

ソフトウェアのインストールやメンテナンスも不要です。 

 高スケーラブル：数回のマウスクリックまたは 1 回の API 呼び出しだけで、ダ

ウンタイムなくデータベースのコンピューティング容量とストレージ容量をス

ケールすることができます。Amazon RDS エンジンタイプの多くは、1 つ以上

のリードレプリカを起動でき、プライマリデータベースインスタンスの読み取

りトラフィックによる負荷を軽減できます。  

 可用性と耐久性：Amazon RDS が実行されるインフラストラクチャは、アマゾ

ン ウェブ サービスの他のサービスに使用されるものと同じで、高い信頼性が

特長です。マルチ AZ DB インスタンスをプロビジョンする際に、Amazon RDS 

はデータを別のアベイラビリティーゾーン (AZ) にあるスタンバイインスタン

スに同期的にレプリケートします。Amazon RDS は、重要な本稼働用データ

ベースの信頼性を高めるために、自動バックアップ、データベーススナップ

ショット、ホスト自動交換といったその他の特徴を多数備えています。  

 セキュリティ保護：Amazon RDS なら、データベースへのネットワークアクセ

スの制御も簡単です。Amazon RDS を使用して、Amazon VPC でデータベースイ

ンスタンスを実行することもできます。こうすることで、データベースインス

タンスを分離し、既存の IT インフラストラクチャを業界標準の IPsec VPN を使

用して接続することができます。Amazon RDS エンジンの多くには、保管時の

暗号化と転送時の暗号化が準備されています。 
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 安価：非常に低額の料金を、実際に利用したリソース分に対してのみお支払い

いただきます。さらに、オンデマンド料金のオプションを利用してメリットを

受けることができます。前払い金や長期契約の必要がなく、リザーブドインス

タンス料金を利用すれば時間単価料金でさらに安価です。 

Amazon DynamoDB 

Amazon DynamoDB は、どのような規模でも、一貫した、数ミリ秒台にレイテンシーを

抑える必要のあるアプリケーションに適した、高速で柔軟性の高い NoSQL データベー

スサービスです。41完全マネージド型のデータベースで、ドキュメントとキー値の

データモデルの両方をサポートしています。柔軟性のあるデータモデルと信頼性の高

いパフォーマンスにより、モバイル、ウェブ、ゲーム、アドテック、Internet of Things 

(IoT) など、より多くのアプリケーションで大いに活用できます。  

メリット 

 高速で安定したパフォーマンス：Amazon DynamoDB は、あらゆる規模のすべ

てのアプリケーションで安定した高速パフォーマンスを実現します。通常、

サービス側の平均レイテンシーは 1 桁台のミリ秒単位です。データのボリュー

ムが増えてアプリケーションのパフォーマンス向上が必要になった場合、

Amazon Dynamo DB では自動パーティション化と SSD テクノロジを使用してス

ループット要件を満たし、すべてのスケールで低レイテンシーを提供します。 

 高スケーラブル：テーブルを作成するときは、必要なリクエスト容量を指定す

るだけです。スループット要件が変わった場合は、AWS Management Console ま

たは Amazon DynamoDB API を使用して、テーブルのリクエスト容量を更新しま

す。Amazon Dynamo DB はすべてのスケーリングを水面下で管理し、ユーザー

はスケーリングの進行中でもスループットレベルを実現することができます。 

http://aws.amazon.com/dynamodb/
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 完全マネージド型：Amazon DynamoDB は、完全マネージド型のクラウド 

NoSQL データベースサービスです。データベーステーブルを作成し、スルー

プットを設定するだけで、残りの処理は自動的に行われます。ハードウェアま

たはソフトウェアのプロビジョニング、設定と構成、ソフトウェアの修正、信

頼できる分散型データベースクラスターの操作、スケーリングによる複数のイ

ンスタンスでのデータのパーティション化などのデータベース管理タスクにつ

いて心配する必要はありません。 

 イベント駆動型プログラミング：Amazon DynamoDB は、AWS Lambda と統合す

ることで、トリガーを提供します。これを使用して、データの変更に自動的に

対応するアプリケーションを構築できます。 

 きめ細かいアクセスコントロール：Amazon DynamoDB は AWS IAM を統合して

いるため、組織内のユーザーのアクセスをきめ細かく制御することができま

す。独自のセキュリティ認証情報を各ユーザーに割り当て、各ユーザーのサー

ビスとリソースへのアクセスを制御できます。 

 柔軟：Amazon DynamoDB では、ドキュメントとキー値データストラクチャの

両方をサポートしているため、アプリケーションに最適なアーキテクチャを柔

軟に設計できます。 

Amazon ElastiCache 

Amazon ElastiCache は、インメモリキャッシュのデプロイ、運用、スケーリングをクラ

ウド内で簡単に実行できるウェブサービスです。42このサービスは、低速のディスク

ベースのデータベースに完全に依存せずに、高速の管理されたメモリ内のキャッシュ

から情報を取得できるようにすることで、ウェブアプリケーションのパフォーマンス

を向上させます。 

Amazon ElastiCache は、次の 2 つのオープンソースインメモリキャッシュエンジンをサ

ポートしています。 

http://aws.amazon.com/elasticache/


アマゾン ウェブ サービス — アマゾン ウェブ サービスの概要 

28 ページ  

 Redis — 高速なオープンソースのインメモリ型データストアおよびキャッシュ

です。43Amazon ElastiCache for Redis は、Redis 対応のインメモリサービスで

す。使いやすく、Redis の性能を利用でき、もっとも要求の厳しいアプリケー

ションに対応できる可用性、信頼性、パフォーマンスを提供します。44シング

ルノードおよび最大 15 シャードのクラスターが利用でき、最大 3.55 TiB のイ

ンメモリデータまでのスケーラビリティが実現されています。ElastiCache for 

Redis は、フルマネージド型でスケーラブルであり安全です。そのため、ウェ

ブ、モバイルアプリ、ゲーム、アドテック、IoT など、高パフォーマンスな

ユースケースを強化するために理想的な候補です。 

 Memcached — 幅広く採用されているメモリオブジェクトキャッシュシステム

です。45ElastiCache は、Memcached に準拠するプロトコルであるため、既存の 

Memcached 環境でお客様が現在使用しているツールは、サービスでシームレ

スに機能します。 

移行 

AWS アプリケーション検出サービス  

AWS Application Discovery Service は、オンプレミスデータセンターで実行されているア

プリケーション、その関連依存関係、およびパフォーマンスプロファイルを自動的に

識別することで、システムインテグレータがすばやく確実にアプリケーション移行プ

ロジェクトを計画する役に立ちます。46 

データセンター移行計画には何千ものワークロードが関連し、多くの場合それらが相

互に深く依存しあっています。アプリケーションの検出と依存関係のマッピングは移

行プロセス初期において大切な最初のステップですが、自動化ツールの不足により大

規模な実行は困難です。 

 

https://aws.amazon.com/elasticache/what-is-redis/
https://aws.amazon.com/elasticache/redis/
http://www.memcached.org/
https://aws.amazon.com/application-discovery
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AWS Application Discovery Service は、サーバー、ストレージ、ネットワーク機器から設

定や使用状況のデータを自動的に収集します。これらを利用して、アプリケーション

のリストや動作方法、相互依存性を作成できます。この情報は暗号化されたフォー

マットで AWS Application Discovery Service データベースに保持され、CSV または XML 

ファイルでお好きな仮想化ツールまたはクラウド移行ソリューションにエクスポート

できます。クラウド移行の計画にかかる複雑さや時間を軽減できます。 

AWS Database Migration Service 

AWS Database Migration Service は、AWS にデータベースを簡単かつ安全に移行しま

す。47移行中でもソースデータベースは完全に利用可能な状態に保たれ、データベー

スを利用するアプリケーションのダウンタイムは最小限に抑えられます。AWS 

Database Migration Service は、広く普及しているほとんどの商用データベースとオープ

ンソースデータベース間のデータ移行にご利用いただけます。このサービスでは、

Oracle から Oracle のような同種のデータベース間の移行も、Oracle から Amazon Aurora 

または Microsoft SQL から MySQL といった異なるデータベースプラットフォーム間の移

行もサポートされます。また、Amazon Aurora、PostgreSQL、MySQL、MariaDB、

Oracle、SAP ASE、および SQL Server を含む任意のサポート対象リソースから Amazon 

Redshift にデータをストリームすることもできます。こうすることで、ペタバイト規模

のデータウェアハウスのデータを統合したり簡単に分析したりできます。AWS 

Database Migration Service は、可用性の高い継続的なデータのレプリケーションにも使

用できます。 

AWS Server Migration Service  

AWS Server Migration Service (SMS) は、数千のオンプレミスワークロードを従来よりも

簡単に、かつ短時間で AWS に移行できるエージェントレスサービスです。48AWS SMS 

を利用すると、ライブサーバーのボリュームの増分レプリケーションを自動化、スケ

ジュール設定、追跡できるため、大規模なサーバーの移行を簡単に処理することがで

きます。 

AWS Database Migration Service も参照してください。 

https://aws.amazon.com/dms/
https://aws.amazon.com/server-migration-service
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AWS Snowball 

AWS Snowball は、セキュアなアプライアンスを使用し、AWS との大容量データ転送を

行うペタバイト規模のデータ転送ソリューションです。49Snowball を使用することで、

ネットワークコストが高い、転送時間が長い、セキュリティに懸念があるなど、大規

模データを転送する際の一般的な課題を解決できます。Snowball を使うとデータを簡

単、迅速、安全に転送でき、コストは高速インターネットの 5 分の 1 ほどで済みます。 

Snowball でデータを転送するのに、コードの記述やハードウェアの購入は必要ありま

せん。AWS マネジメントコンソールでジョブを作成するだけで、Snowball アプライア

ンスが自動的にお客様宛に配送されます。アプライアンスが配達されたら、アプライ

アンスをローカルネットワークに接続し、Snowball クライアントをダウンロードおよ

び実行して接続を確立してから、クライアントを使用して、アプライアンスに転送し

たいファイルディレクトリを選択してください。その後、クライアントにより、ファ

イルが暗号化され、アプライアンスに高速で転送されます。転送が完了しアプライア

ンスを返送する準備が整うと、E Ink 配送ラベルが自動的に更新され、Amazon Simple 

Notification Service (SNS) やテキストメッセージで、またはコンソールで直接、ジョブの

ステータスを追跡できます。 

Snowball では、データ保護のために、不正開封防止筐体、256 ビットの暗号化、およ

びデータのセキュリティと完全な保管継続性を確保するための業界標準であるトラス

テッドプラットフォームモジュール (TPM) など、数重に設計されたセキュリティ機能

を使用しています。データ転送ジョブが処理および検証されたなら、AWS により 

Snowball アプライアンスのソフトウェアが消去されます。 

AWS Snowball Edge 

AWS Snowball Edge はオンボードのストレージとコンピューティング能力を搭載した 

100 TB のデータ転送デバイスです。50Snowball Edge は、ローカルにある大規模なデー

タセット向けの一時的なストレージ層として使い、AWS との間で大量のデータを移動

するために使用することも、遠隔地やオフラインのロケーションにあるローカルワー

クロードを実行するために使用することもできます。 

https://aws.amazon.com/snowball/
https://aws.amazon.com/snowball-edge
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Snowball Edge では、標準のストレージインターフェイスを使用して既存のアプリケー

ションとインフラストラクチャに接続し、データ転送プロセスを効率化して設定と統

合を最小限に抑えます。複数の Snowball Edge デバイスをクラスターとしてひとまとめ

にしてローカルストレージ層を形成し、データをオンプレミスで処理できます。こう

することで、アプリケーションがクラウドにアクセスできない場合でもアプリケー

ションを実行し続けることができます。 

AWS Snowmobile 

AWS Snowmobile は、非常に大規模なデータを AWS に移動する際に使用するエクサバ

イト規模のデータ転送サービスです。51セミトレーラートラックが牽引する長さ 14 m 

の丈夫な輸送コンテナで、Snowmobile 1 台あたり  100 PB まで転送できます。

Snowmobile を使うと、ビデオライブラリや画像リポジトリ、またはデータセンター全

体まで、膨大な量のデータを簡単にクラウドに移動できます。Snowmobile を使用した

データ転送は、安全、高速で費用対効果に優れています。 

初期評価後、Snowmobile がお客様のデータセンターに配送され、AWS の担当者がお客

様向けにネットワークストレージターゲットとしてアクセスできるように設定しま

す。Snowmobile が現場に到着すると、AWS の担当者はお客様のチームと協力して、取

り外し可能で高速なネットワークスイッチを Snowmobile からお客様のローカルネット

ワークに接続します。その後、データセンター内の任意の数のソースから Snowmobile 

への高速データ転送を開始できます。データのロードの完了後、Snowmobile は AWS に

返送され、データはそこで Amazon S3 または Amazon Glacier にインポートされます。 

AWS Snowmobile は、データを保護するように設計された何段階ものセキュリティを使

用します。これには、セキュリティ専門担当者、GPS 追跡、アラーム監視、24 時間 

365 日のビデオによる監視、およびオプションで輸送中のセキュリティ伴走車が含ま

れます。データはすべて、AWS KMS を使用して管理される 256 ビットの暗号化キーで

暗号化され、セキュリティと完全な保管継続性を確保するように設計されています。 

https://aws.amazon.com/snowmobile


アマゾン ウェブ サービス — アマゾン ウェブ サービスの概要 

32 ページ  

ネットワーキングとコンテンツ配信 

Amazon VPC 

Amazon Virtual Private Cloud (Amazon VPC) では、AWS クラウドの論理的に分離されたセ

クションをプロビジョニングし、お客様が定義した仮想ネットワーク内の AWS リソー

スを起動することができます。52独自の IP アドレス範囲の選択、サブネットの作成、

ルートテーブル、ネットワークゲートウェイの設定など、仮想ネットワーク環境を完

全にコントロールできます。セキュアでアクセスが容易なリソースおよびアプリケー

ションのために、VPC で IPv4 と IPv6 の両方を使用できます。 

 VPC のネットワーク設定は容易にカスタマイズすることができます。たとえば、イン

ターネットとのアクセスが可能なウェブサーバーのパブリックサブネットを作成し、

データベースやアプリケーションサーバーなどのバックエンドシステムをインター

ネットとのアクセスを許可していないプライベートサブネットに配置できます。セ

キュリティグループやネットワークアクセスコントロールリストなどの複数のセキュ

リティレイヤーを活用し、各サブネットの EC2 インスタンスへのアクセスをコント

ロールすることができます。 

加えて、既存のデータセンターと自分の VPC 間にハードウェア仮想プライベートネッ

トワーク (VPN) 接続を作成することができるので、AWS クラウドを既存のデータセン

ターを拡張するかのように活用することができます。 

Amazon CloudFront 

Amazon CloudFront はグローバルなコンテンツ配信ネットワーク (CDN) サービスで、お

客様のウェブサイト、API、動画コンテンツ、またはその他のウェブ資産の配信を高速

化できます。53他の AWS 製品と統合されたこのサービスを利用すると、開発者や事業

主は、簡単にエンドユーザーに対してコンテンツを高速化できます。最低利用量の条

件はありません。 

 

http://aws.amazon.com/vpc/
http://aws.amazon.com/cloudfront/
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Amazon CloudFront を使用して、エッジロケーションのグローバルネットワークを利用

し、動的、静的、ストリーミング、およびインタラクティブなコンテンツを含む、

ウェブサイト全体を配信できます。コンテンツリクエストは、自動的に最寄りのエッ

ジロケーションにルーティングされるため、可能な限り高パフォーマンスでコンテン

ツが配信されます。Amazon CloudFront は、Amazon S3、Amazon EC2、Elastic Load 

Balancing、Amazon Route 53 など、他の AWS のサービスとの処理のために最適化されて

います。また、オリジナルの最終ファイルが格納されている AWS 以外のオリジンサー

バーともシームレスに連携します。他の AWS 製品と同様に、Amazon CloudFront を使用

するための長期契約または月々の最低使用料金は不要です。コンテンツ配信サービス

を通じて実際に配信されたコンテンツの量に応じてお支払いいただくだけです。 

Amazon Route 53 

Amazon Route 53 は、可用性と拡張性に優れたドメインネームシステム (DNS) ウェブ

サービスです。54人間が読み取れる名前（www.example.com など）をコンピュータが

互いに接続するための数字の IP アドレス（192.0.2.1 など）に変換することにより、開

発者や会社のエンドユーザーをインターネットアプリケーションに転送させる、きわ

めて信頼性が高く、経済的な方法を提供します。Amazon Route 53 は IPv6 にも完全準拠

しています。 

Amazon Route 53 は、EC2 インスタンス、Elastic Load Balancing ロードバランサー、

Amazon S3 バケットなどの AWS で実行するインフラストラクチャにユーザーリクエス

トを効率的に接続します。これはユーザーを AWS の外部のインフラストラクチャに

ルーティングするためにも使用できます。Amazon Route 53 を使用して DNS ヘルス

チェックを構成し、トラフィックを正常なエンドポイントにルーティングしたり、ア

プリケーションやそのエンドポイントの正常性を独立してモニタリングすることがで

きます。Amazon Route 53 のトラフィックフローでは、さまざまなルーティングタイプ 

(レイテンシーベースルーティング、Geo DNS、加重ラウンドロビンなど) を通じてトラ

フィックのグローバルな管理が容易になります。これらすべては、DNS フェイルオー

バーと組み合わせて、各種の低レイテンシー、フォルトトレラントアーキテクチャを

実現できます。Amazon Route 53 トラフィックフローのシンプルなビジュアルエディタ

http://aws.amazon.com/route53/
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を使用して、単一の AWS リージョンに存在するか、世界各地に分散されているかにか

かわらず、エンドユーザーをアプリケーションのエンドポイントにルーティングする

方法を簡単に管理することができます。また、Amazon Route 53 ではドメイン名登録も

提供します。example.com のようなドメイン名を購入および管理でき、Amazon Route 53 

でお客様のドメインの DNS 設定が自動的に構成されます。 

AWS Direct Connect 

AWS Direct Connect により、お客様の設備から AWS への専用ネットワーク接続を簡単

に確立することができます。55AWS Direct Connect を使用すると、AWS とデータセン

ター、オフィス、またはコロケーション環境間にプライベート接続を確立することが

できます。これにより、多くの場合、ネットワークのコストを削減する、帯域幅のス

ループットを向上させる、インターネットベースの接続よりも一貫性のあるネット

ワークの体験を提供することができます。 

AWS Direct Connect では、お客様のネットワークと AWS Direct Connect のいずれかのロ

ケーション間に専用のネットワーク接続を確立できます。業界標準の 802.1Q virtual 

LANS (VLAN) を使用して、この専用接続を複数の仮想インターフェイスに分割すること

ができます。このようにすると、同じ接続を使用して、パブリックリソース (たとえば 

Amazon S3 に格納されたオブジェクト) にはパブリック IP アドレススペースを使用して

アクセスし、プライベートリソース (たとえば VPC 内で実行されている EC2 インスタン

ス) にはプライベート IP アドレススペースを使用してアクセスすることができるの

で、パブリック環境とプライベート環境の間でネットワークを分離できます。仮想イ

ンターフェイスは、ニーズの変化に合わせていつでも再構成できます。 

Elastic Load Balancing 

Elastic Load Balancing (ELB) は、アプリケーションへのトラフィックを複数の EC2 インス

タンスに自動的に分散します。56これはアプリケーションの耐障害性の向上を可能に

し、アプリケーショントラフィックの分散に必要な負荷分散能力をシームレスに提供

します。 

http://aws.amazon.com/directconnect/
http://aws.amazon.com/elasticloadbalancing/
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Elastic Load Balancing では、高可用性、自動スケーリング、および強固なセキュリティ

を特徴とした 2 つのタイプのロードバランサーが提供されます。これには、アプリ

ケーションまたはネットワークレベルの情報に基づいてトラフィックをルーティング

する Classic Load Balancer 57と、リクエストのコンテンツを含む拡張アプリケーション

レベル情報に基づいてトラフィックをルーティングする Application Load Balancer が含

まれます。58Classic Load Balancer は、複数の EC2 インスタンス間でのシンプルなトラ

フィックの負荷分散に最適です。一方、Application Load Balancer は、高度なルーティ

ング機能、マイクロサービス、およびコンテナベースのアーキテクチャが必要なアプ

リケーションに最適です。Application Load Balancer は、トラフィックを複数のサービ

スにルーティングしたり、負荷を同じ EC2 インスタンスの複数のポートに分散したり

する機能を提供します。 

開発者用ツール 

AWS CodeCommit 

AWS CodeCommit は、完全マネージド型ソースコントロールサービスで、安全で非常

にスケーラブルなプライベート Git リポジトリを簡単にホスティングできます。59AWS 

CodeCommit を使用することにより、独自のソース管理システムを運用したり、そのイ

ンフラストラクチャをスケールしたりする必要がなくなります。AWS CodeCommit 

は、ソースコードからバイナリまで、あらゆる要素を安全に保存するために使用で

き、また既存の Git ツールとシームレスに連動します。 

AWS CodeBuild 

AWS CodeBuild は完全マネージド型の構築サービスです。ソースコードのコンパイル、

テストの実行、すぐにデプロイできるソフトウェアパッケージの生成を行います。60 

CodeBuild により、ビルドサーバーのプロビジョニング、管理、スケーリングが不要に

なります。CodeBuild では、スケーリングが継続的に行われ、複数のビルドが同時に実

行されます。ビルドの実行までキューで待つ必要はありません。パッケージ済みのビ

ルド環境で、すぐに開始できます。自分のビルドツールを使用するために、カスタム

ビルド環境を作成することもできます。 

https://aws.amazon.com/elasticloadbalancing/classicloadbalancer/
https://aws.amazon.com/elasticloadbalancing/applicationloadbalancer/
https://aws.amazon.com/codecommit/
https://aws.amazon.com/codebuild
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AWS CodeDeploy 

AWS CodeDeploy は、EC2 インスタンス、およびオンプレミスで稼働するインスタンス

を含む、さまざまなインスタンスへのコードのデプロイを自動化するサービスです。61 

AWS CodeDeploy を使用すると、新しい機能を短期間でリリースすること、アプリケー

ションのデプロイ中のダウンタイムをなくすこと、アプリケーションの複雑な更新を

処理することが簡単になります。AWS CodeDeploy を使用して、エラーの原因となりや

すい手動オペレーションを排除し、ソフトウェアのデプロイを自動化できます。1 つ

のインスタンスまたは数千のインスタンスに簡単にデプロイできるようにインフラス

トラクチャをスケーリングします。 

AWS CodePipeline 

AWS CodePipeline は迅速で信頼性の高いアプリケーションとインフラストラクチャの

更新を実現するための継続統合および継続配信サービスです。62CodePipeline は、お客

様の定義するリリースプロセスモデルに基づいて、コードの変更があるたびに、コー

ドのビルド、テスト、デプロイを実施します。これにより、機能とアップデートを素

早く、信頼性の高い方法で配信できます。GitHub などの広く利用されているサード

パーティーサービス用の構築済みプラグインを使用して、または独自のカスタムプラ

グインをリリースプロセスの任意の段階で統合することで、エンドツーエンドソ

リューションを簡単に構築できます。 

AWS X-Ray 

AWS X-Ray を使用すると、開発者は本稼働または開発中の分散アプリケーション (マイク

ロサービスアーキテクチャを使用して構築されたものなど) を分析およびデバッグでき

ます。63X-Ray を使用することで、アプリケーションとその基盤サービスがどのように動

作しているかを理解できるため、パフォーマンスの問題やエラーの根本的な原因を識別

してトラブルシューティングできます。X-Ray では、アプリケーション内で転送される

リクエストがエンドツーエンドで表示され、アプリケーションの基盤となるコンポーネ

ントのマップも表示されます。X-Ray を使用すると、開発中か本番環境かにかかわら

ず、シンプルな 3 層アプリケーションから数千のサービスで構成される複雑なマイクロ

サービスアプリケーションまで、さまざまなアプリケーションを分析できます。 

https://aws.amazon.com/codedeploy/
https://aws.amazon.com/codepipeline/
https://aws.amazon.com/xray
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管理ツール 

Amazon CloudWatch 

Amazon CloudWatch は、AWS のクラウドリソースと AWS 上でお客様が実行するアプリ

ケーションをモニタリングするサービスです。64Amazon CloudWatch を使用して、メト

リクスの収集と追跡、ログファイルの収集とモニタリング、アラームの設定、および 

AWS リソースへの変更に対する自動的な対応が可能です。Amazon CloudWatch は、

Amazon EC2 インスタンス、Amazon DynamoDB テーブル、Amazon RDS DB インスタンス

などの AWS リソース、およびアプリケーションやサービスに生成されたカスタムメト

リクス、およびアプリケーションが生成するあらゆるログファイルをモニタリングで

きます。Amazon CloudWatch を使用して、システム全体のリソース使用率、アプリ

ケーションパフォーマンス、およびオペレーションの状態について可視性を得ること

ができます。これらの洞察を使用して対応し、アプリケーションのスムーズな動作を

維持できます。 

Amazon EC2 Systems Manager 

Amazon EC2 Systems Manager は、ソフトウェアインベントリの収集やオペレーティ

ングシステム (OS) パッチの適用、システムイメージの作成、Windows や Linux オペ

レーティングシステムの設定などのプロセスを自動化する管理サービスです。65これ

らの機能は、システム構成を定義および追跡し、変動を防ぎ、EC2 およびオンプレミ

スの構成のソフトウェアコンプライアンスを維持する上で役立ちます。オンプレミ

スデータセンターに拡張しながらクラウドのスケールと俊敏性を踏まえて設計した

管理方法を提供することで、EC2 Systems Manager はシームレスに AWS と既存のイン

フラストラクチャをつなげやすくします。 

EC2 Systems Manager の使い方は簡単です。EC マネジメントコンソールから  EC2 

Systems Manager にアクセスし、管理するインスタンスを選択して、実行する管理タス

クを指定します。EC2 Systems Manager は現在、EC2 とオンプレミスリソースのどちら

の管理にも無料でご利用いただけます。 

http://aws.amazon.com/cloudwatch/
https://aws.amazon.com/ec2/systems-manager/
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EC2 Systems Manager には以下のツールが含まれます。 

 Run Command：シェルスクリプトや PowerShell コマンドのリモート実行、ソ

フトウェア更新のインストール、OS、ソフトウェア、EC2、オンプレミスデー

タセンターにあるインスタンスやサーバーの設定の変更など、一般的な管理タ

スクを自動化するシンプルな手段を提供します。 

 ステートマネージャー：ファイアウォール設定やアンチマルウェアの定義な

ど、OS 設定の一貫性を定義して維持し、ポリシーに準拠できるようにしま

す。多数のインスタンスの設定をモニタリングする、インスタンスの設定ポリ

シーを指定する、更新や設定変更を自動的に適用する、などのタスクを実行で

きます。 

 インベントリ：インスタンスおよびそこにインストールされているソフトウェ

アに関する設定とインベントリの情報の収集とクエリを支援します。例えば、

インストールされているアプリケーション、DHCP 設定、エージェントの詳

細、カスタム項目など、インスタンスに関する詳細情報を収集できます。シス

テム設定の追跡と監査を行うためにクエリを実行することも可能です。 

 メンテナンスウィンドウ：複数のインスタンスにわたって管理タスクおよびメ

ンテナンスタスクを定期的に実行する時間帯を定義できます。これにより、

パッチや更新をインストールしたり、その他の設定を変更しても、ビジネスク

リティカルなオペレーションは中断されません。そのため、アプリケーション

の可用性が向上します。 

 Patch Manager：オペレーティングシステムとソフトウェアのパッチを選択し

て、インスタンスの大規模なグループにわたって自動的にデプロイする支援を

行います。メンテナンスウィンドウを定義して、パッチがお客様に都合のいい

設定時間内にのみ適用されるようにできます。この機能を使用すると、ソフト

ウェアが常に最新状態であり、ソフトウェアコンプライアンスポリシーを満た

していることを確認できます。 
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 自動化：Amazon Machine Image (AMI) の更新など、一般的なメンテナンスやデ

プロイメントタスクを簡素化します。合理化され、繰り返し可能で、監査可能

なプロセスを使用したパッチの適用、ドライバーやエージェントの更新、AMI 

へのアプリケーションの組み込みに、自動化機能を使用します。 

 パラメータストア：パスワードやデータベース文字列などの重要な管理情報を

保存するための暗号化されたロケーションを提供します。パラメータストアは 

AWS KMS と統合することで、パラメータストアに保持される情報の暗号化が

簡単になります。 

AWS CloudFormation 

AWS CloudFormation は、関連する AWS リソースのコレクションを開発者やシステム管

理者が容易に作成および管理し、整った予測可能な方法でプロビジョニングおよび更

新できるようにします。66 

お客様は、AWS CloudFormation のサンプルテンプレート67を使用したり、独自のテンプ

レートを作成したりして、AWS リソースおよびそのアプリケーションを実行するため

に必要な関連するすべての依存関係や実行時のパラメータを記述することができま

す。AWS のサービスをプロビジョニングする順序を考えたり、依存関係が機能するよ

うに細かく注意したりする必要はありません。 CloudFormation が代わりに行います。

AWS リソースがデプロイされたら、管理された予測可能な方法でそれらを修正/更新で

き、実際にはソフトウェアに対して行うのと同じ方法で AWS インフラストラクチャに

バージョン管理を適用できます。AWS CloudFormation Designer を使用して、テンプ

レートを図として可視化し、ドラッグアンドドロップインターフェイスを使用して編

集することもできます。68 

AWS CloudTrail 

AWS CloudTrail は、アカウントの AWS API 呼び出しを記録し、ログファイルを送信する

ウェブサービスです。69記録される情報には、API 呼び出し元のアイデンティティ、API 

呼び出しの時間、API 呼び出し元のソース IP アドレス、リクエストのパラメータ、お

よび AWS の各種サービスから返された応答の要素が含まれます。 

http://aws.amazon.com/cloudformation/
https://aws.amazon.com/cloudformation/aws-cloudformation-templates/
https://aws.amazon.com/cloudformation/details/#designer
http://aws.amazon.com/cloudtrail/


アマゾン ウェブ サービス — アマゾン ウェブ サービスの概要 

40 ページ  

CloudTrail を使用すると、アカウントの AWS API の呼び出し履歴を取得できます。履歴

には、AWS マネジメントコンソール、AWS SDK、コマンドラインツール、高レベルの 

AWS サービス (AWS CloudFormation など) を使用した API の呼び出しが含まれます。

CloudTrail で生成される AWS API の呼び出し履歴を利用して、セキュリティの分析、リ

ソース変更の追跡、およびコンプライアンスの監査を行うことができます。 

AWS Config 

AWS Config とは、セキュリティとガバナンスを可能にするため、AWS リソースのイン

ベントリ、構成履歴、構成変更の通知を提供する完全マネージド型のサービスです。70 

Config Rules 機能を使用して、AWS Config に記録された AWS リソースの設定を自動で確

認するルールを作成できます。 

AWS Config を使用することで、既存の AWS リソースと削除された AWS リソースとの検

出、ルールに対する全体的なコンプライアンスの判定、および任意の時点でのリソー

ス設定の詳細な調査が可能になります。これらの機能は、コンプライアンス監査、セ

キュリティ分析、リソース変更の追跡、トラブルシューティングを可能にします。 

AWS OpsWorks 

AWS OpsWorks は、サーバー設定をコードとして取り扱う自動化プラットフォームであ

る Chef を使用した設定管理サービスです。71OpsWorks は Chef を使用して、EC2 インス

タンスまたはオンプレミスコンピューティング環境全体のサーバーの設定方法、デプ

ロイ方法、管理方法を自動化します。OpsWorks には AWS OpsWorks for Chef Automate 

と AWS OpsWorks Stacks の 2 種類があります。 

AWS Service Catalog 

AWS Service Catalog では、AWS での使用が承認された IT サービスのカタログを作成およ

び管理できます。72この IT サービスには、仮想マシンイメージ、サーバー、ソフトウェ

ア、データベースから包括的な多層アプリケーションアーキテクチャまで、あらゆる

ものが含まれます。AWS Service Catalog では、一般的にデプロイされた IT サービスを集

中管理でき、一貫性のあるガバナンスを実現し、コンプライアンス要件を満たすと同

時に、ユーザーは必要な承認済みの IT サービスのみをすばやくデプロイできます。 

https://aws.amazon.com/config/
https://aws.amazon.com/opsworks/
http://aws.amazon.com/servicecatalog/
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AWS Trusted Advisor 

AWS Trusted Advisor は、AWS 環境を最適化することで、コストを削減しパフォーマン

スを上げ、セキュリティを向上させるオンラインリソースです。73Trusted Advisor は、

AWS のベストプラクティスに従って、AWS リソースをプロビジョニングするためのガ

イダンスをリアルタイムで提供します。 

AWS Personal Health Dashboard 

AWS Personal Health Dashboard は、お客様に影響がある可能性があるイベントが AWS 

で発生した場合に、アラートと修正ガイダンスを提供します。74サービス状態ダッ

シュボードが AWS のサービスの一般的な状況を表示するのに対して、Personal Health 

Dashboard はお客様が使用している AWS リソースの基盤となる AWS サービスのパ

フォーマンスや可用性について、各ユーザーに適した情報を表示します。ダッシュ

ボードには、関連する情報が適切なタイミングで表示されるため、進行中のイベント

を管理するのに役立ちます。また、積極的な通知は、スケジュールされたアクティビ

ティを計画するのに役立ちます。Personal Health Dashboard では、アラートは AWS リ

ソースの状態に変化があった場合に自動的にトリガーされます。イベントが可視化さ

れ問題をすばやく診断して解決するためのガイダンスが表示されます。 

AWS マネージドサービス 

AWS Managed Services は AWS インフラストラクチャの継続的な管理を提供するため、

お客様はアプリケーションに集中できます。75AWS マネージドサービスでは、ベスト

プラクティスを実践してインフラストラクチャが管理されるため、運用のオーバー

ヘッドとリスクを削減できます。変更リクエスト、モニタリング、パッチ管理、セ

キュリティ、バックアップサービスなどの一般的なアクティビティが自動化され、イ

ンフラストラクチャをプロビジョニング、実行、サポートするためにライフサイクル

全体にわたるサービスを利用できます。AWS は厳格に制御されているため、お客様の

社内ポリシーおよびセキュリティインフラストラクチャポリシーを厳守でき、お好み

の開発方法でソリューションやアプリケーションを開発できます。AWS マネージド

サービスによって俊敏性が向上し、コストが削減され、インフラストラクチャ運用の

負担がなくなるため、ビジネスを差別化するためにリソースを活用できます。 

https://aws.amazon.com/premiumsupport/trustedadvisor/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/phd
https://aws.amazon.com/managed-services
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セキュリティ、ID、およびコンプライアンス 

Amazon Cloud Directory 

Amazon Cloud Directory では、柔軟性に優れたクラウドネイティブのディレクトリを構

築し、複数のディメンションに沿ったデータの階層を編成できます。76Cloud Directory 

を使用すれば、組織図、コースカタログ、デバイスレジストリなど、さまざまなユー

スケースのディレクトリを作成できます。Active Directory Lightweight Directory Services 

(AD LDS) やその他の LDAP ベースのディレクトリなどの従来のディレクトリソリュー

ションでは単一階層に限定されますが、Cloud Directory では複数のディメンションにま

たがる階層構造のディレクトリを柔軟に作成できます。例えば、報告体制、所在地、

コストセンターの別々の階層内を検索できる組織図を作成できます。 

Amazon Cloud Directory では、何億というオブジェクトへのスケールも自動的に行わ

れ、複数のアプリケーション間で共有できる拡張可能なスキーマが利用できます。完

全マネージド型サービスのため、Cloud Directory では、インフラストラクチャのスケー

リングやサーバーの管理といった、時間や費用のかかる管理タスクが発生しません。

単にスキーマを定義し、ディレクトリを作成して、Cloud Directory API を呼び出すこと

でディレクトリにデータを入力できます。 

AWS Identity and Access Management 

AWS Identity and Access Management (IAM) により、お客様のユーザーの AWS サービス

およびリソースへのアクセスを安全にコントロールすることができます。77IAM を使用

すると、AWS のユーザーとグループを作成および管理し、アクセス権を使用して AWS 

リソースへのアクセスを許可および拒否できます。IAM を使って以下が行えます。  

 IAM ユーザーとそのアクセスの管理:7879 IAM 内でユーザーを作成し、個別のセ

キュリティ資格情報 (アクセスキー、パスワードおよび多要素認証デバイス) 

を割り当てることができます。80ユーザーが AWS のサービスやリソースにア

クセスできる一時セキュリティ資格情報をリクエストすることもできます。

ユーザーにどの操作の実行を許可するかを、管理者がコントロールできます。 

https://aws.amazon.com/cloud-directory/
http://aws.amazon.com/iam/
http://aws.amazon.com/iam/details/manage-users/
http://aws.amazon.com/iam/details/managing-user-credentials/
http://aws.amazon.com/iam/details/mfa/
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 IAM ロールおよびそのアクセス権限の管理:8182 IAM でロールを作成し、権限を

管理することで、そのロールを適用するエンティティまたは AWS サービスの

実行可能なオペレーションをコントロールします。ロールをどのエンティティ

に適用するかについても定義できます。 

 フェデレーティッドユーザーとその権限の管理:8384 ID フェデレーションを有効

にすると、社内の既存のアイデンティティ (ユーザー、グループ、ロール) に

よる AWS マネジメントコンソールへのアクセス、AWS API の呼び出し、およ

びリソースへのアクセスを許可できます。アイデンティティごとに IAM ユー

ザーを作成する必要はありません。 

Amazon Inspector  

Amazon Inspector は、AWS にデプロイされたアプリケーションのセキュリティとコン

プライアンスを向上させるための、自動化されたセキュリティ評価サービスです。85 

Amazon Inspector は、自動的にアプリケーションを評価し、脆弱性やベストプラクティ

スからの逸脱がないかどうかを確認します。評価が実行された後、重大性の順に結果

を表示した詳細なリストが Amazon Inspector によって作成されます。  

すぐに利用を開始できるよう、Amazon Inspector には、共通のセキュリティベストプラ

クティスや脆弱性の定義に対応した、何百ものルールが収められたナレッジベースが備

えられています。組み込まれたルールの一例として、リモートルートログインが有効に

なっているかどうか、脆弱なソフトウェアがインストールされていないかどうかを

チェックするものがあります。これらのルールは AWS のセキュリティ研究者によって定

期的に更新されます。 

http://aws.amazon.com/iam/details/manage-roles/
http://aws.amazon.com/iam/details/manage-permissions/
http://aws.amazon.com/iam/details/manage-federation/
http://aws.amazon.com/iam/details/manage-permissions/
https://aws.amazon.com/inspector/
https://aws.amazon.com/inspector/
https://aws.amazon.com/inspector/
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AWS Certificate Manager 

AWS Certificate Manager により、AWS の各種サービスで使用する  Secure Sockets 

Layer/Transport Layer Security (SSL/TLS) 証明書のプロビジョニング、管理、およびデプロイ

を簡単に行えます。86SSL/TLS 証明書は、ネットワーク通信の安全を守りインターネット

でウェブサイトのアイデンティティを確立するために使用するものです。AWS Certificate 

Manager によって、時間がかかる手作業での SSL/TLS 証明書の購入、アップロード、更新

処理がなくなります。AWS Certificate Manager を使用すると、簡単に証明書を要求して 

Elastic Load Balancing ロードバランサーや Amazon CloudFront ディストリビューションなど

の AWS リソースにデプロイできます。また、証明書の更新も AWS Certificate Manager に

任せることができます。AWS Certificate Manager を使用してプロビジョニングされた 

SSL/TLS 証明書は無料です。お支払いいただくのは、アプリケーションを実行するために

作成した AWS リソースの料金のみです。 

AWS CloudHSM 

AWS CloudHSM サービスは、AWS クラウド内の専用ハードウェアセキュリティモ

ジュール (HSM) アプライアンスを使用して、データセキュリティに対する企業コンプ

ライアンス要件、契約上のコンプライアンス要件、および法令遵守の要件を満たすよ

うサポートします。87AWS CloudHSM サービスにより、安全なキー管理に対する米国政

府標準規格に適合するように設計/検証された HSM 内で暗号キーを保護することがで

きるようになります。データ暗号化に使用される暗号キーを安全に生成、保存、管理

することで、ユーザーだけが暗号キーにアクセスできるようになります。AWS 

CloudHSM により、アプリケーションのパフォーマンスを低下させることなく、厳密な

キー管理要件に準拠することができます。CloudHSM インスタンスは指定した IP アド

レスで VPC 内にプロビジョニングされます。これにより、EC2 インスタンスに対して

簡単でプライベートなネットワーク接続が可能になります。AWS は、他の AWS ユー

ザーとは分離した、CloudHSM インスタンスへの排他的な専用（シングルテナント）ア

クセスを提供します。 

https://aws.amazon.com/certificate-manager
http://aws.amazon.com/cloudhsm/
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AWS Directory Service 

AWS Microsoft AD とも呼ばれる AWS Directory Service for Microsoft Active Directory (Enterprise 

Edition) によって、ディレクトリ対応型ワークロードと AWS リソースで AWS クラウド内

のマネージド型の Active Directory を使用できるようになります。88AWS Microsoft AD サー

ビスは実際の Microsoft Active Directory 上に構築されていて、既存の Active Directory から

クラウドにデータを同期またはレプリケートする必要はありません。標準の Active 

Directory 管理ツールが使用でき、グループポリシー、信頼、シングルサインオンなど組

み込みの Active Directory 機能を利用できます。Microsoft AD では、Amazon EC2 と Amazon 

RDS for SQL Server インスタンスをドメインに簡単に結合して、AWS Enterprise IT アプリ

ケーション (Amazon WorkSpaces など) を Active Directory ユーザーやグループとともに使

用できます。89 

AWS Key Management Service 

AWS Key Management Service (KMS) は、データの暗号化に使用する暗号化キーの作成や

制御を容易にする管理サービスです。このサービスでは、HSM を使用してキーのセ

キュリティを保護します。90AWS Key Management Service は、AWS の他のいくつかの

サービスと統合されており、これらのサービスに保存したデータが保護されます。ま

た AWS Key Management Service は AWS CloudTrail とも統合されており、すべてのキー

の使用ログを表示できるため、規制およびコンプライアンスの要求に応えるために役

立ちます。 

AWS Organizations 

AWS Organizations を使って AWS アカウントのグループを作成すれば、セキュリティと

オートメーションの設定管理がもっと簡単になります。91Organizations を使用すると、

複数のアカウントを一元的に管理でき、拡張するのに役立ちます。それぞれのアカウ

ントから利用できる AWS のサービスを管理でき、新規アカウント作成の自動化や請求

の簡素化も実現できます。 

http://aws.amazon.com/directoryservice/
https://aws.amazon.com/ec2/
https://aws.amazon.com/rds/sqlserver/
https://aws.amazon.com/rds/sqlserver/
https://aws.amazon.com/enterprise-applications/
https://aws.amazon.com/enterprise-applications/
https://aws.amazon.com/workspaces/
http://aws.amazon.com/kms/
https://aws.amazon.com/organizations
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AWS Shield 

AWS Shield は AWS で実行されるウェブアプリケーションを保護するマネージド型分散

サービス妨害攻撃 (DDoS) 防止サービスです。92AWS Shield ではアプリケーションのダ

ウンタイムとレイテンシーを最小限に抑える常時稼働の検出と自動インライン緩和策

を提供しているため、DDoS 保護のメリットを受けるために AWS サポートに従事する

必要はありません。AWS Shield には、スタンダードとアドバンストの 2 つの階層があ

ります。 

すべての AWS のお客様は、追加料金なしで AWS Shield Standard の保護の適用を自動的

に受けることができます。AWS Shield Standard は、お客様のウェブサイトやアプリ

ケーションを標的として一般的かつ頻繁に発生するネットワークおよび転送レイヤー

の DDoS 攻撃に対して防御します。 

ELB、Amazon CloudFront、Amazon Route 53 などのリソースで実行されるウェブアプリ

ケーションを標的とした攻撃に対する高レベルな保護には、AWS Shield Advanced をサ

ブスクライブできます。Standard に付属している一般的なネットワークおよびトランス

ポートレイヤーの保護に加えて、AWS Shield Advanced では大規模で洗練された DDoS 攻

撃に対する追加の検出および緩和策と、ほぼリアルタイムの可視性を提供します。ま

た、ウェブアプリケーションファイアウォールである AWS WAF と統合されています。

AWS Shield Advanced は AWS DDoS Response Team (DRT) へのアクセスおよび DDoS に関連

する ELB、CloudFront、または Route 53 のスパイク課金に対する保護も提供します。 

AWS WAF 

AWS WAF は、アプリケーションの可用性に影響を与え、セキュリティを侵害し、過度

にリソースを消費する可能性のある一般的なウェブの脆弱性からウェブアプリケー

ションを保護するウェブアプリケーションファイアウォールです。93AWS WAF を使用

すると、カスタマイズ可能なウェブセキュリティルールを指定することによって、ど

のトラフィックをウェブアプリケーションに許可またはブロックするかを制御できま

す。AWS WAF を使用して、SQL インジェクションまたはクロスサイトスクリプトのよ

うな一般的な攻撃パターンをブロックするカスタムルールおよび、特定のアプリケー

https://aws.amazon.com/shield
https://aws.amazon.com/waf/
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ションのために設計されるルールを作成できます。新しいルールは数分以内にデプロ

イされ、トラフィックパターンの変化にすばやく対応できるようにします。また、

AWS WAF にはフル機能の API が含まれています。この API により、ウェブセキュリ

ティルールの作成、デプロイ、メンテナンスを自動化することができます。 

分析 

Amazon Athena 

Amazon Athena は、標準 SQL を使用して Amazon S3 のデータの分析を簡易化するイン

タラクティブなクエリサービスです。94Athena はサーバーレスなので、インフラスト

ラクチャの管理は不要です。実行したクエリに対してのみ料金が発生します。 

Athena は簡単に使えます。Amazon S3 にあるデータを指定して、スキーマを定義し、

標準的な SQL を使ってデータのクエリを開始するだけです。多くの場合、数秒で結果

が出てきます。Athena を使用すると、データを分析用に準備するための複雑な抽出、

変換、ロード (ETL) ジョブの必要がなくなります。これによって、誰でも SQL のスキル

を使って、大型データセットをすばやく、簡単に分析できるようになります。 

Amazon EMR 

Amazon EMR は、動的にスケーラブルな EC2 インスタンス間で大量のデータを簡単、

迅速、費用効率よく配布および処理できるマネージド型 Hadoop フレームワークを提

供します。95また、Apache Spark や HBase、Presto、Flink といった他の一般的なフレー

ムワークを Amazon EMR で実行することや、Amazon S3 や Amazon DynamoDB といった

他の AWS データストア内でデータを操作することもできます。 

Amazon EMR では、ログの分析、ウェブインデックス作成、データ変換 (ETL)、機械学

習、財務分析、科学シミュレーション、バイオインフォマティクスを含む、さまざま

なビッグデータのユースケースが確実かつ安全に処理されます。 

https://aws.amazon.com/athena
https://aws.amazon.com/emr/
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Amazon CloudSearch 

Amazon CloudSearch は AWS クラウドにおけるマネージド型サービスであり、ウェブサ

イトまたはアプリケーション向けの検索ソリューションを容易かつコスト効率良く設

定、管理、スケールできます。96Amazon CloudSearch は、34 言語をサポートし、ハイ

ライト表示、自動入力、地理空間検索などの人気のある検索機能を備えています。  

Amazon Elasticsearch Service 

Amazon Elasticsearch Service を使用すると、Elasticsearch を簡単にデプロイ、運用、スケー

ルして、ログ分析、全文検索、アプリケーション監視などを行うことができます。97 

Amazon Elasticsearch Service は完全マネージド型サービスであり、Elasticsearch の使いや

すい API とリアルタイム機能とともに、本番ワークロードに必要な可用性、スケーラビ

リティ、セキュリティを備えています。このサービスでは、Kibana、Logstash、および 

Amazon Kinesis Firehose、AWS Lambda、および Amazon CloudWatch などの AWS のサービ

スとの統合が組み込まれているため、未加工データから実践的なインサイトにすばや

く移ることができます。 

Amazon Kinesis 

Amazon Kinesis は、AWS のデータをストリーミングするプラットフォームです。また、

ストリーミングデータのロードと分析を簡易化する強力なサービスや、特定のニーズ

に対応させたカスタムのストリーミングデータアプリケーションを作成する機能を提

供します。98ウェブアプリケーション、モバイルデバイス、ウェアラブル、業務用セン

サー、多くのソフトウェアアプリケーションおよびサービスでは、膨大な量のスト

リーミングデータ (ときには 1 時間あたりテラバイト) が生成されることがあるため、連

続的に収集、保存、処理する必要があります。Amazon Kinesis サービスでは、このよう

な作業を簡単に、しかも低コストで行えるようにします。  

Amazon Kinesis では、現在  3 つのサービスが提供されています。Amazon Kinesis 

Firehose、Amazon Kinesis Analytics、および Amazon Kinesis Streams です。 

http://aws.amazon.com/cloudsearch/
https://aws.amazon.com/elasticsearch-service/
http://aws.amazon.com/kinesis/
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Amazon Kinesis Firehose 

Amazon Kinesis Firehose は、ストリーミングデータを AWS にロードする最も簡単な方

法です。99ストリーミングデータをキャプチャし、変換し、Amazon Kinesis Analytics、

Amazon S3、Amazon Redshift、および Amazon Elasticsearch Service に自動的にロードす

ることができるため、現在既に使用している既存のビジネスインテリジェンスツール

とダッシュボードによってほぼリアルタイムの分析を行うことが可能になります。完

全マネージド型サービスのため、データスループットに応じて自動的にスケールさ

れ、継続的な管理は不要です。ロード前にデータのバッチ処理、圧縮処理、暗号化が

行われるため、送信先でのストレージ量を最小化し、セキュリティを強化できます。  

AWS マネジメントコンソールから簡単に Firehose 配信ストリームを作成できます。数

クリックで設定し、数十万のデータソースからストリームにデータを送信して継続的

に AWS にロードを開始するまでわずか数分です。 

Amazon Kinesis Analytics 

Amazon Kinesis Analytics は、新しいプログラミング言語や処理フレームワークについて

学ぶことなく、標準 SQL でストリーミングデータを簡単にリアルタイムで処理、クエ

リする最も簡単な方法です。100Amazon Kinesis Analytics を利用すれば、ストリーミング

データの SQL クエリを作成して実行できるため、実用的な洞察を得て、ビジネスやお

客様のニーズに迅速に対応できるようになります。 

Amazon Kinesis Analytics では、クエリを実行するために必要なものすべてが継続的に処

理され、着信データの容量とスループットレートと一致するように自動的にスケーリ

ングされます。 

Amazon Kinesis Streams 

Amazon Kinesis Streams を使用して、専門的な必要性に応じて、ストリーミングデータ

を処理、または分析するカスタムアプリケーションを構築できます。101ウェブサイト

のクリックストリーム、金融取引、ソーシャルメディアフィード、IT ログ、場所追跡

イベントなど、何十万ものソースから送られてくる 1 時間あたり何テラバイトにもな

るデータを、Amazon Kinesis Streams が連続的に取得し保存します。Amazon Kinesis クラ

イアントライブラリ (KCL) を使用すると、Amazon Kinesis アプリケーションを作成し、

http://aws.amazon.com/kinesis/firehose/
http://aws.amazon.com/kinesis/analytics/
http://aws.amazon.com/kinesis/streams/
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ストリーミングデータを使用してリアルタイムダッシュボードの機能の強化、アラー

トの生成、動的な価格設定と広告の実装などを行うことができます。また、Amazon 

Kinesis Streams から他の AWS のサービス (Amazon S3、Amazon Redshift、Amazon EMR、

AWS Lambda など) にデータを発行することもできます。 

Amazon Redshift 

Amazon Redshift は、高速で完全マネージド型のペタバイト規模を誇るデータウェアハウ

スです。シンプルで費用対効果の高さが特長であり、お客様はすべてのデータを既存の

ビジネスインテリジェンスツールで分析できます。102コミットメント不要で 1 時間あた

り 0.25 USD という小額から開始し、テラバイトあたり年間 1,000 USD という数ペタバイト

規模までスケールすることができます。これは従来のソリューションのコストの 10 分の 

1 未満です。通常、3 倍の圧縮によって、非圧縮のテラバイトあたり年間 333 USD までコ

ストを削減できます。 

Amazon Redshift にはさまざまな革新的技術が使用されており、データセットのサイズ

が 100 ギガバイト程度か 1 ペタバイトを超えるかにかかわらず、きわめて高いクエリパ

フォーマンスを実現しています。列指向ストレージ、データ圧縮、ゾーンのマッピン

グが使用されているため、クエリ実行に必要な  I/O の量が削減されます。Amazon 

Redshift には超並列処理（MPP）アーキテクチャーが採用されており、SQL 操作の並列

化と分散化によって、すべてのリソースがフルに活用されます。基盤となるハード

ウェアは、高パフォーマンスなデータ処理に合わせて設計されており、CPU とドライブ

の間のスループットを最大化するためにローカル接続ストレージを使用し、ノード間

のスループットを最大化するために 10 GigE メッシュネットワークを使用しています。 

コンソールで数回クリックするか、簡単な API 呼び出しを使用するだけで、データ

ウェアハウスのノードの数やタイプを簡単に変更することができ、圧縮されたユー

ザーデータを 1 ペタバイト以上までスケールアップできます。Dense Storage（DS）

ノードでは、ハードディスクドライブ（HDD）が使用されており、きわめて大規模な

データウェアハウスを低コストで作成できます。Dense Compute (DC) ノードでは、高

速 CPU、大容量 RAM および SSD を使用して、非常に高パフォーマンスのデータウェア

http://aws.amazon.com/redshift/
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ハウスを作成できます。Amazon Redshift では、サイズを変更する際も、新しいクラス

ターが完全にプロビジョニングされて使用できるようになるまで、読み取り専用モー

ドでデータウェアハウスに対しクエリを実行し続けることができます。 

Amazon QuickSight 

Amazon QuickSight は、クラウド駆動の高速なビジネス分析サービスです。視覚化を構

築して、アドホック分析を実行し、データからビジネス上の洞察をすばやく得ること

が簡単になります。103クラウドベースのサービスを使用することで、データへの接続

が簡単になり、高度な分析が実行できると共に、すべてのブラウザやモバイルデバイ

スからアクセスできる魅力的な可視化や豊富なダッシュボードを作成できます。 

AWS Data Pipeline 

AWS Data Pipeline は、オンプレミスのデータソースと同様に、異なる AWS のコン

ピューティングやストレージサービス間で、指定された間隔で信頼性の高いデータの

処理や移動を行うためのウェブサービスです。104AWS Data Pipeline を使用すると、定

期的に保管場所のデータに大規模にアクセスし、変換し、処理し、その結果を効率的

に AWS のサービス (Amazon S3、Amazon RDS、Amazon DynamoDB、Amazon EMR など) 

に転送できます。 

AWS Data Pipeline により、耐障害性があり、繰り返し可能で、高可用性を備えた、複

雑なデータ処理ワークロードを簡単に作成できます。リソースの可用性の保証、タス

ク間の依存関係の管理、タスクごとの一時的な失敗による再試行やタイムアウト、失

敗通知システムの作成などについて心配する必要はありません。AWS Data Pipeline で

は、以前はオンプレミスのデータサイロにロックされていたデータの移動や処理も可

能です。 

https://quicksight.aws/
http://aws.amazon.com/datapipeline
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AWS Glue 

AWS Glue は、データストア間のデータの移行が簡単になる完全マネージド型 ETL サー

ビスです。105AWS Glue は、データの検索、変換、マッピング、ジョブのスケジューリ

ングといった難しく時間がかかるタスクを簡易化および自動化します。AWS Glue で

は、データの移動プロセス全体を使いやすいコンソールでガイドするため、データ

ソースを理解し、データを分析用に準備し、それらをデータソースから送信先に確実

にロードする役に立ちます。 

AWS Glue は Amazon S3、Amazon RDS、および Amazon Redshift と統合され、任意の Java 

Database Connectivity (JDBC) 準拠のデータストアに接続できます。データソースを自動

的にクロールし、データフォーマットを識別してからスキーマと変換を提案するた

め、データフローを手作業でコーディングする時間を費やす必要がなくなります。必

要に応じて、Python、Spark、Git、お好きな統合開発環境 (IDE) などの使い慣れたツー

ルや技術でこのような変換を編集し、他の AWS Glue ユーザーと共有できます。AWS 

Glue は ETL ジョブをスケジュールし、必要なすべてのインフラストラクチャのプロビ

ジョニングとスケーリングを行うため、ETL ジョブをあらゆる規模ですばやく効率的

に実行することが可能になります。管理するサーバーはなく、ETL ジョブによって消

費されるリソースの分しか料金は発生しません。 

人工知能 

Amazon Lex 

Amazon Lex は、音声とテキストを使用してアプリケーションに会話型インターフェイ

スを構築するためのサービスです。106Lex では、自動音声認識 (ASR) という音声をテキ

ストに変換するための高度な深層学習機能と、テキストの意図を理解するための自然

言語理解 (NLU) を利用できます。これにより、非常に魅力的なサービスと生き生きと

した音声対話を実現するアプリケーションを構築できます。Amazon Lex を使うと、す

べての開発者が Amazon Alexa に採用されている深層学習技術と同じ技術を利用し、自

然言語での高度な対話ボット (チャットボット) を短時間で簡単に構築できるようにな

ります。 

https://aws.amazon.com/glue
https://aws.amazon.com/lex
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音声認識と自然言語理解は、コンピュータサイエンスで最も解決が困難な課題であ

り、大量のデータとインフラストラクチャを使用して訓練された高度な深層学習アル

ゴリズムが必要になります。Amazon Lex により、Alexa がすべての開発者にとって身近

な技術になるため、深層学習技術が幅広く使用されるようになります。このような技

術を活用することで、Amazon Lex を使用して対話型インターフェイスを介してまった

く新しいカテゴリーの製品を定義することが可能になります。 

Amazon Polly  

Amazon Polly は、テキストを生きた話し声に変換するサービスです.107Polly を使用する

と、会話機能を搭載したアプリケーションを作成し、音声に対応したまったく新しい

カテゴリの製品を構築することが可能になります。Polly は、高度なディープラーニン

グ技術を使用して人間の声のような音声を合成する Amazon の人工知能 (AI) サービス

です。Polly には 24 の言語と 47 の音声が含まれているため、用途に最適な音声を選ん

で、多くの国で使える音声対応のアプリケーションを簡単に構築できます。 

Amazon Polly は安定して応答時間が短いため、リアルタイムの対話が実現できます。

Polly の音声はキャッシュして保存できるため、オフライン再生や再配布が可能です。

また、Polly は簡単に使用できます。音声に変換するテキストを Polly API に送ると、す

ぐに Polly からオーディオストリームがアプリケーションに返され、アプリケーション

でそれを直接再生することや、MP3 などの標準オーディオファイルとして保存するこ

とが可能です。 

Polly では、音声に変換した文字数のみ請求されます。Polly によって生成された音声は

保存および再生できます。Polly では、文字あたりの変換コストが低く、音声出力の保

存と再利用に制限がないため、"Text-to-Speech" 機能をどこでも利用できる費用対効果

の高い方法にします。 

Amazon Rekognition  

Amazon Rekognition は、画像の分析をアプリケーションに簡単に追加できるようにす

るサービスです。108Rekognition では、画像内の物体、シーン、および顔を検出できま

す。顔を検索および比較することもできます。Amazon Rekognition API を使用して、洗

https://aws.amazon.com/polly
https://aws.amazon.com/rekognition
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練されたディープラーニングベースの視覚検索およびイメージ分類をアプリケーショ

ンにすばやく追加できます。 

Amazon Rekognition は、Amazon のコンピュータ視覚科学者が日々何十億もの画像を分

析する Prime Photos のために開発したのと同じ、実証済みで高度にスケーラブルな深層

学習テクノロジーを使ったサービスです。Amazon Rekognition は、深層ニューラルネッ

トワークモデルを使用して、画像に写っている幾千もの物や状況を検出し、ラベル付

けします。今後も継続的に新たなラベルや顔認識機能が追加されていく予定です。 

Amazon Rekognition の API はパワフルなビジュアルサーチの構築やアプリケーションの

有効化に役立ちます。Amazon Rekognition では、分析する画像と保存する顔のメタ

データに対してのみ支払います。最低料金や前払いの義務は発生しません。 

Amazon Machine Learning 

Amazon Machine Learning (Amazon ML) は、どの技術レベルの開発者も簡単に機械学習

のテクノロジーを使用できるサービスです。109Amazon Machine Learning は、可視化

ツールとウィザードを提供します。複雑な ML アルゴリズムやテクノロジーを習得す

ることなく、表示される手順に従って、機械学習モデルを作成できます。モデルの準

備ができると、Amazon Machine Learning によって、シンプルな API を使用し簡単にア

プリケーションの予測を取得できます。カスタムの予測生成コードを実装したりイン

フラストラクチャを管理する必要はありません。 

Amazon Machine Learning は、Amazon 社内のデータサイエンティストコミュニティで数

年間使用されてきたものと同じ、実績がある高度にスケーラブルな ML テクノロジー

に基づいています。このサービスでは、強力なアルゴリズムを使用して、既存のデー

タのパターンを検索することで ML モデルを作成します。その後、Amazon Machine 

Learning ではこれらのモデルを使用して新しいデータを処理し、アプリケーションの

予測を生成します。 

Amazon Machine Learning は非常にスケーラブルであり、毎日膨大な量の予測を生成

し、これらの予測をリアルタイムで高スループットに提供できます。  

https://aws.amazon.com/machine-learning/
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モバイルサービス 

AWS Mobile Hub 

AWS Mobile Hub は、統合コンソールエクスペリエンスを提供します。これを使用し

て、パワフルなモバイルアプリバックエンド機能をすばやく作成、設定し、モバイル

アプリに組み込むことができます。110アプリに追加する機能を選択することでプロ

ジェクトを作成します。 

Mobile Hub がサポートする機能および AWS のサービスは常時進化しています。現在は

以下のとおりです。 

 アプリケーション分析 

 アプリケーションのコンテンツ配信 

 クラウドロジック 

 NoSQL データベース 

 プッシュ通知 

 ユーザーデータストレージ 

 ユーザーサインイン 

 コネクター 

 対話ボット 

 ユーザーエンゲージメント 

iOS Objective-C、iOS Swift、または Android でプロジェクトを構築する際に、Mobile Hub 

が自動的にアプリの機能に必要な AWS のサービスリソースをすべてプロビジョンおよ

び設定します。その後、お客様は Mobile Hub が提供するガイドに従って機能をアプリ

コードに組み込み、それらの機能のデモを行う完全に動作するクイックスタートアプ

リプロジェクトをダウンロードします。 

https://aws.amazon.com/mobile
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モバイルアプリの構築が完了したら、Mobile Hub を使用してアプリをテストし、アプ

リの使用状況を監視および可視化します。 

Amazon Cognito 

Amazon Cognito でモバイルアプリやウェブアプリに、ユーザーのサインアップやサイ

ンインを簡単に追加できるようになりました。 111 Amazon Cognito を使用して、

Facebook、Twitter、Amazon などのソーシャル ID プロバイダー経由で、SAML ID ソ

リューションを使用して、または独自の ID システムを使用して、ユーザーを認証する

こともできます。さらに、Amazon Cognito を使用すると、ユーザーのデバイスにロー

カルでデータを保存し、デバイスがオフラインであってもアプリケーションが機能す

るようにもできます。その後、ユーザーのデバイス間でデータを同期して、使用する

デバイスを問わずアプリのエクスペリエンスに整合性を持たせることができます。 

Amazon Cognito を使用することで、ユーザーの管理や認証、およびデバイス間の同期

を扱うためのソリューションの構築、セキュリティ、およびスケーリングについて心

配する必要がなくなり、優れたアプリケーション体験の実現に集中できます。 

Amazon Pinpoint 

Amazon Pinpoint では対象を絞ったキャンペーンを容易に実行して、ユーザーのモバイ

ルアプリケーションの利用度を高めることができます。112Amazon Pinpoint は、ユー

ザーの行動を把握し、ターゲットにするユーザーや送信するメッセージを決定し、

メッセージを配信する最適な時間を計画し、キャンペーン開始後にキャンペーンの結

果を追跡するのに役立ちます。 

従来の E メールによるマーケティングキャンペーンと比較して応答率が数倍も高いた

め、アプリケーションの使用傾向やユーザーの行動に基づくターゲットプッシュ通知

は、モバイルアプリケーションのユーザーエンゲージメントにおいて一般的なアプ

ローチになりました。ターゲットプッシュ通知を使用すれば、メッセージの関連性や

効果を高め、エンゲージメントを評価し、キャンペーンの質を継続的に改善していく

ことができます。 

http://aws.amazon.com/cognito
https://aws.amazon.com/pinpoint
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Amazon Pinpoint は簡単に使用開始できます。まず、AWS Mobile Hub によって、アプリ

ケーションを使用して AWS Mobile SDK を統合する方法が示されます。次にターゲット

セグメントとキャンペーンメッセージを決定し、配信スケジュールを指定します。

キャンペーンが開始すると、キャンペーンの影響を分析して追跡できるように 

Pinpoint によってメトリクスが提供されます。 

Amazon Pinpoint の使用には、事前のセットアップコストも固定の月額料金もかかりま

せん。キャンペーンのターゲットユーザー数、送信メッセージ数、受信イベント数に

対してのみ課金されるため、初めは小規模に利用し、アプリケーションの拡大に伴っ

て拡張していくことができます。 

AWS Device Farm 

AWS Device Farm はアプリテストサービスです。さまざまなデバイスの Android、iOS、

ウェブアプリを同時にテストおよび操作したり、デバイス上で問題をリアルタイムで

再現したりできます。113アプリケーションをリリースする前に、動画、スクリーン

ショット、ログ、およびパフォーマンスデータを確認し、問題を検出および修正でき

ます。 

AWS Mobile SDK 

AWS Mobile SDK を使用して高品質なモバイルアプリを素早く簡単に構築できます。114 

AWS Lambda、Amazon S3、Amazon DynamoDB、Amazon Mobile Analytics、Amazon Machine 

Learning、Elastic Load Balancing、Auto Scaling、その他さまざまな AWS のサービスに簡単に

アクセスできます。 

AWS Mobile SDK には、iOS、Android、Fire OS、Unity 向けのライブラリ、コードサンプ

ル、およびドキュメントが含まれているため、各種のデバイスやプラットフォームで

優れたサービスを提供するアプリケーションを構築できます。 

 

https://aws.amazon.com/device-farm
http://aws.amazon.com/mobile/sdk
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Amazon Mobile Analytics 

Amazon Mobile Analytics を使用して、アプリ使用量やアプリ収益を計測できます。115新

規ユーザーかリピートユーザーか、アプリの収益、ユーザーの維持、そしてアプリ

ケーション内でのカスタム動作イベントなどのキートレンドを追跡することで、デー

タを基にした決定を下し、アプリのエンゲージメントや収益を増やすことができま

す。Mobile Analytics コンソールで主要なグラフを表示し、アプリケーションイベント

データを Amazon S3 と Amazon Redshift に自動的にエクスポートして、カスタム分析を

実行できます。 

アプリケーションサービス 

AWS Step Functions 

AWS Step Functions により、視覚的なワークフローを使用して、分散アプリケーションと

マイクロサービスのコンポーネントを簡単に調整できます。116それぞれ別個の機能を実

行する個々のコンポーネントからアプリケーションを構築することで、簡単にアプリ

ケーションをスケールおよび変更できるようになります。Step Functions を使えば、安心

してコンポーネントを調整し、アプリケーションの機能を配置できます。グラフィカル

コンソールを使用して、アプリケーションのコンポーネントを一連のステップとして配

置し、可視化できます。これにより、複数のステップからなるアプリケーションをシン

プルに構築および実行できるようになります。Step Functions では、各ステップが自動的

にトリガーおよび追跡され、エラーが発生した場合は再試行されるため、アプリケー

ションが意図したとおりに整然と実行されます。また、各ステップの状態が記録される

ため、問題が発生した場合は、問題を簡単に診断およびデバッグできます。コードを記

述することなくステップを変更および追加できるため、アプリケーションを簡単に進化

させ、短期間でイノベーションを実現できます。AWS Step Functions ではオペレーション

や基盤となるインフラストラクチャが自動的に管理されるため、どのような規模でもア

プリケーションを確実に提供できます。 

http://aws.amazon.com/mobileanalytics/
https://aws.amazon.com/step-functions
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Amazon API Gateway 

Amazon API Gateway は全面的に管理されたサービスで、開発者はこれを利用すること

により、どのようなスケールであっても、簡単に API の作成、配布、保守、監視、保

護が行えます。117AWS マネジメントコンソールで数クリックするだけで、アプリケー

ションがバックエンドサービス (Amazon EC2 で実行されるワークロード、AWS Lambda 

で実行されるコード、またはウェブアプリケーションなど) からデータ、ビジネスロ

ジック、機能にアクセスするための「玄関」として機能する  API を作成できます。

Amazon API Gateway では、トラフィック管理、認可とアクセスコントロール、モニタ

リング、API バージョン管理など、最大数十万個の同時 API 呼び出しの受け入れと処理

に伴うすべてのタスクを取り扱います。 

Amazon Elastic Transcoder 

Amazon Elastic Transcoder は、クラウドでのメディア変換です。118開発またはビジネス

で、動画ファイルのソース形式を、スマートフォン、タブレット、PC などのデバイス

で再生できるバージョンに変換 (つまり「トランスコード」) するための、スケーラビ

リティに優れ、使いやすく、コスト効率の高い方法として設計されています。 

Amazon SWF 

Amazon Simple Workflow (Amazon SWF) は、開発者が並列またはシーケンシャルステッ

プを含むバックグラウンドジョブを構築、実行、拡張するのを支援します。119Amazon 

SWF は、クラウド内の完全マネージド型ステータストラッカーやタスクコーディネー

ターと考えることができます。アプリケーションのステップが完了するまでに 500 ミ

リ秒以上かかる場合は、処理の状態を追跡する必要があります。タスクが失敗した場

合に復旧または再試行する必要がある場合は、Amazon SWF が役に立ちます。 

https://aws.amazon.com/api-gateway/
http://aws.amazon.com/elastictranscoder/
http://aws.amazon.com/swf/
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メッセージング 

Amazon SQS 

Amazon Simple Queue Service (Amazon SQS) は、高速で、信頼性が高く、スケーラブル

な、完全マネージド型のメッセージキューイングサービスです。120Amazon SQS を利用

すると、簡単かつコスト効率良く、クラウドアプリケーションのコンポーネントを切

り離すことができます。Amazon SQS を使用すると、メッセージを失うことなく、どの

ような量のデータでも転送できます。他のサービスが常に利用可能である必要はあり

ません。Amazon SQS には、高スループットおよび少なくとも 1 回処理の標準キュー、

および FIFO (先入先出) 配信および 1 回のみ処理の FIFO キューが含まれています。 

Amazon SNS 

Amazon Simple Notification Service (Amazon SNS) は、高速かつ柔軟な完全マネージド型

のプッシュ通知サービスです。このサービスを使用すると、個々のメッセージを送信

したり、多数の受信者にメッセージをファンアウトしたりできます。121Amazon SNS 

により、簡単かつコスト効率の高い方法で、モバイルデバイスユーザーおよびメール

受信者にプッシュ通知を送信したり、他の分散サービスにメッセージを送信したりで

きます。 

Amazon SNS を使用すれば、Apple、Google、Fire OS、Windows の各デバイス、さらには

中国では Baidu Cloud Push を使用して、Android デバイスに通知を送信できます。

Amazon SNS を使用して、世界中のモバイルデバイスユーザーに SMS メッセージを送信

できます。 

Amazon SNS では、これらのエンドポイント以外にも、Amazon Simple Queue Service 

(SQS)、AWS Lambda 関数、または任意の HTTP エンドポイントにメッセージを配信でき

ます。 

 

http://aws.amazon.com/sqs/
http://aws.amazon.com/sns/
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Amazon SES 

Amazon Simple Email Service (Amazon SES) は、Amazon.com が自社のお客様を基準として開

発した高信頼でスケーラブルなインフラストラクチャに構築された費用対効果の高い E 

メールサービスです。122Amazon SES では、トランザクションメールやマーケティング

メッセージ、その他あらゆる種類の高品質なコンテンツを顧客に送信できます。また、

メッセージの受信や Amazon S3 バケットへの送信、AWS Lambda 関数を使用したカスタ

ムコードの呼び出し、または Amazon SNS への通知の発行なども行うことができます。

Amazon SES を使用するときは、最低料金はありません。使用したときに使用した分のみ

のお支払いとなります。 

Amazon Pinpoint も参照してください。 

ビジネスの生産性 

Amazon WorkDocs 

Amazon WorkDocs は、完全マネージド型の安全性の高いエンタープライズストレージ

および共有サービスで、ユーザーの生産性を高める強力な管理制御とフィードバック

機能を備えています。123 

ユーザーは、複数のバージョンのファイルを添付したメールを送ることなく、ファイ

ルにコメントを付けたり、他のユーザーに送ってフィードバックを求めたり、新しい

バージョンをアップロードしたりできます。これらの機能は、PC、Mac、タブレッ

ト、電話など、ユーザーの好みのデバイスで、どこからでも利用することができま

す。Amazon WorkDocs を使用すると、IT 管理者は既存の社内ディレクトリとの統合、

データ保存場所の柔軟な共有ポリシーと管理などのオプションを利用できます。

Amazon WorkDocs には無料トライアルが用意されており、1 ユーザーあたり 1 TB、最

大 50 ユーザーまでのストレージを、30 日間にわたってお試しいただけます。 

 

http://aws.amazon.com/ses/
https://aws.amazon.com/workdocs/
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Amazon WorkMail 

Amazon WorkMail はセキュリティに優れたマネージド型の企業向け E メールおよびカ

レンダーサービスで、デスクトップとモバイルの既存の E メールクライアントに対応

しています。124Amazon WorkMail によって、ユーザーは選択したクライアントアプリ

ケーションを使って自分の E メール、連絡先、およびカレンダーにシームレスにアク

セスできるようになります。クライアントとして Microsoft Outlook、ネイティブ iOS お

よび Android の E メールアプリケーション、IMAP プロトコルをサポートする任意のク

ライアントアプリケーションが使用でき、ウェブブラウザから直接アクセスすること

もできます。Amazon WorkMail では、既存の社内ディレクトリとの統合や、E メール

ジャーナリングを使用したコンプライアンス要件への準拠のほか、データを暗号化す

るためのキーおよびデータを保存する場所の両方の管理が可能です。Microsoft 

Exchange Server との相互運用も設定できるため、簡単に Amazon WorkMail の使用を開

始できます。 

Amazon Chime 

Amazon Chime は、安全で使いやすい信頼できるアプリケーションを使用した、オンラ

イン会議を変える通信サービスです。125Amazon Chime は接続を維持したままご使用の

デバイス間でシームレスに機能します。Amazon Chime は、社内および社外とのオンラ

イン会議、ビデオ会議、通話、チャット、コンテンツの共有にご利用いただけます。

Amazon Chime を使用すれば、どこにいても自由に生産性の高い仕事ができます。 

デスクトップとアプリケーションのストリーミング 

Amazon WorkSpaces 

Amazon WorkSpaces は、AWS クラウドで動作する完全マネージド型のセキュアなデス

クトップコンピューティングサービスです。126Amazon WorkSpaces を使用すること

で、クラウドベースの仮想デスクトップを簡単にプロビジョニングでき、ユーザーは 

Windows や Mac のコンピュータ、Chromebook、iPad、Fire タブレット、および Android 

タブレットといったサポート対象デバイス、また Chrome および Firefox ウェブブラウ

ザから、必要なドキュメント、アプリケーション、およびリソースにアクセスできる

https://aws.amazon.com/workmail/
https://chime.aws/
http://aws.amazon.com/workspaces/
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ようになります。AWS マネジメントコンソールでは、クリック数回だけの操作で、

ユーザー数に制限がない、高品質のクラウドデスクトップをデプロイできます。

Amazon WorkSpaces では、起動した Amazon WorkSpaces に対してのみ、月単位または

時間単位でお支払いいただくため、従来のデスクトップおよびオンプレミスの仮想デ

スクトップインフラストラクチャ (VDI) ソリューションに比べて経済的です。 

Amazon AppStream 2.0 

Amazon AppStream 2.0 は、デスクトップアプリケーションをリライトすることなく 

AWS からウェブブラウザを実行している任意のデバイスにストリーミングできる、完

全マネージド型の安全なアプリケーションストリーミングサービスです。127Amazon 

AppStream 2.0 を使用すると、必要なアプリケーションに瞬時にアクセスすることがで

き、選択したデバイスで応答性の高い滑らかなユーザーエクスペリエンスが提供され

ます。 

多くのユーザーは、デバイスを問わずどこからでもアプリケーションにアクセスした

いと考えています。そのため、組織内でデスクトップアプリケーションの複数のバー

ジョンを保持し、アプリケーションとデータを保護するために多くの手段を講じてき

ました。ブラウザベースのアプリケーションを使用すると、デバイスの互換性や IT の

安全性の問題が解決されますが、それぞれの組織では、サポートが必要な従来のデス

クトップアプリケーションを多数保持しているのが現状です。それぞれの組織では、

時間と費用がかかるものの、ブラウザでネイティブに実行できるようにアプリケー

ションを書き換えるか、デスクトップアプリケーションの複雑なカタログを保持し、

サポートし続けるかを選択する必要があります。  

Amazon AppStream 2.0 では、アプリケーションを書き換えることなく、ブラウザでネ

イティブに実行できます。Amazon AppStream 2.0 を使うと、既存のデスクトップアプ

リケーションを AWS に簡単にインポートでき、すぐに HTML5 対応ブラウザにスト

リーミングを開始できます。各アプリケーションは 1 つのバージョンのみ維持すれば

よいので、管理が容易になります。ユーザーはいつでも最新バージョンのアプリケー

ションにアクセスできます。アプリケーションは AWS のコンピューティングリソース

https://aws.amazon.com/appstream2


アマゾン ウェブ サービス — アマゾン ウェブ サービスの概要 

64 ページ  

で実行されるため、データはユーザーのデバイスに保存されません。そのため、いつ

でも高いパフォーマンスと安全性を利用できます。 

デスクトップアプリケーションストリーミングの従来のオンプレミスソリューション

とは違い、Amazon AppStream 2.0 は従量課金制です。そのため、先行投資やインフラ

ストラクチャの維持が不要です。すぐに、グローバルにスケーリングできるため、い

つでも最高の体験をユーザーに提供できます。 

IoT 

AWS IoT プラットフォーム 

AWS IoT は、接続されたデバイスが簡単かつ安全にクラウドアプリケーションやその

他のデバイスとやり取りできるマネージド型クラウドプラットフォームです。128AWS 

IoT では数十億のデバイスと数兆のメッセージをサポートし、それらのメッセージを 

AWS エンドポイントおよび他のデバイスに確実かつ安全に処理しルーティングしま

す。AWS IoT によってアプリケーションはそれらが接続されていない場合でも、全て

のデバイスを常に追跡し通信することができます。 

AWS IoT を利用すると、AWS Lambda、Amazon Kinesis、Amazon S3、Amazon Machine 

Learning、Amazon DynamoDB などの AWS サービスを使用して、インフラストラクチャを

管理しなくても、接続されたデバイスで生成されるデータを収集、処理、分析し、それ

に基づいて行動する IoT アプリケーションを構築しやすくなります。 

AWS Greengrass 

AWS Greengrass は、接続されたデバイスのローカルでのコンピューティング、メッセー

ジング、データのキャッシングを安全な方法で行うことができるソフトウェアです。

129AWS Greengrass では、接続されたデバイスで AWS Lambda 関数を実行し、デバイス

データを常に同期させ、他のデバイスと安全に通信できます。これはインターネット

に接続していないときでも可能です。AWS Lambda を使用することで、IoT デバイスが

ローカルイベントにすぐに応答したり、断続的な接続で動作したりすることが可能に

なり、クラウドへの IoT データ送信のコストを最小限に抑えることができます。 

https://aws.amazon.com/iot-platform
https://aws.amazon.com/greengrass/
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AWS Greengrass では、AWS をデバイスにシームレスに拡張するため、デバイスは管

理、分析、および耐久性のあるストレージのためにクラウドを利用しながら、デバイ

スが生成したデータに基づいてローカルで動作することが可能です。AWS Greengrass 

では、使い慣れた言語やプログラミングモデルを使用して、クラウド内でデバイスソ

フトウェアを作成、テストし、デバイスにデプロイできます。また、デバイスデータ

をフィルタリングして必要な情報のみをクラウドに返すように、プログラミングする

ことが可能です。AWS Greengrass は、AWS IoT のセキュリティおよびアクセス管理機能

を使用して、接続のあらゆるポイントでデバイスデータを認証および暗号化します。

そのため、証明されたアイデンティティのないデバイスやクラウドと通信するとき

に、デバイス間でデータが交換されることはありません。 

AWS IoT ボタン 

AWS IoT ボタンは、Amazon Dash Button ハードウェアをベースにしたプログラミング可能

なボタンです。130このシンプルな Wi-Fi デバイスは設定が簡単で、開発者が AWS IoT、

AWS Lambda、Amazon DynamoDB、Amazon SNS、その他多くの アマゾン ウェブ サービス

を、デバイス固有のコードを作成せずに開始できるように設計されています。 

クラウド内のボタンのロジックをコーディングして、アイテムのカウントまたはト

ラッキング、呼び出しまたは警告、何かの開始または停止、サービスのオーダー、ま

たはフィードバックを提供するようにボタンのクリックを設定できます。例えばボタ

ンをクリックして、車のロック解除や始動、ガレージのオープン、タクシーの配車、

配偶者やカスタマーサービスの代表者の呼び出し、家庭の日用品、薬品または製品の

使用量のトラッキング、または家電のリモートコントロールを行えます。 

ボタンは Netflix のリモコンとして、Philips の Hue 照明のスイッチとして、Airbnb ゲス

トのチェックイン/チェックアウトデバイスとして、またはお好みの配達ピザの注文ボ

タンとして使用できるかもしれません。Twitter、Facebook、Twilio、Slack といったサー

ドパーティ製の API のみでなく、自社のアプリケーションとも統合できます。これま

でに考えもしなかった機能と結びつけてください。 

https://aws.amazon.com/iotbutton/
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ゲーム開発 

Amazon GameLift 

Amazon GameLift は、セッションベースのマルチプレイヤーゲーム専用のゲームサー

バーをデプロイ、運用、スケーリングするためのマネージドサービスです。131Amazon 

GameLift を使用すると、サーバーインフラストラクチャの管理、キャパシティーのス

ケールによるレイテンシーとコストの削減、利用可能なゲームセッションへのプレイ

ヤーの適合、分散サービス妨害 (DDoS) 攻撃からの防御が簡単になります。お客様にお

支払いいただくのは、ゲームで実際に使用するコンピューティングリソースと帯域幅

の料金のみです。月単位や年単位の契約は必要ありません。 

Amazon Lumberyard 

Amazon Lumberyard は、無料のクロスプラットフォーム 3D ゲームエンジンです。これ

により、最高品質のゲームを作成し、AWS クラウドの広範なコンピューティングおよ

びストレージにゲームを接続して、Twitch 上のファンを取り込むことができます。132 

Lumberyard でゲームプロジェクトを開始すると、優れたゲームプレイの作成とファン

コミュニティの構築に多くの時間を割くことができ、ゲームエンジンの構築やサー

バーインフラストラクチャの管理といった手間のかかる作業を軽減できます。 

次のステップ 

AWS 無料利用枠に登録して IT の仕事を変革しましょう。AWS 製品およびサービスの幅

広い選択肢を使用した実践的なエクスペリエンスを手に入れることができます。133 

AWS 無料利用枠の範囲内で、ワークロードをテストしたりアプリケーションを実行し

て、お客様の組織に合ったソリューションを詳しく学び、構築できます。また、AWS 

日本担当チームおよびビジネス開発チームにご連絡いただくこともできます。134 

 

 

https://aws.amazon.com/gamelift/
https://aws.amazon.com/lumberyard
http://aws.amazon.com/free/
https://aws.amazon.com/contact-us/aws-sales
https://aws.amazon.com/contact-us/aws-sales
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AWS にサインアップすることで、135Amazon のクラウドコンピューティングサービス

にアクセスできます。注意：サインアップ処理にはクレジットカードが必要ですが、

サービスの使用を開始するまで課金されることはありません。契約の縛りがないの

で、AWS の使用はいつでも中止することができます。 

AWS をより詳しく知っていただくために、こちらの短いビデオをご覧ください。アカウ

ントの作成、仮想サーバーの起動、メディアの保存などのトピックをご紹介していま

す。136総合 AWS Channel および Webinar Channel で、AWS の幅広さと奥深さを学んでくだ

さい。137, 138実践的なエクスペリエンスはセルフペースラボで体験できます。139 

まとめ 

AWS は、お客様がすばやく組み立てることができる構築ブロックをご用意して、あら

ゆるワークロードを仮想的にサポートします。AWS には、洗練されたスケーラブルな

アプリケーションを構築するために連動して動作するように設計された可用性の高い

サービスがすべて揃っています。 

耐久性の高いストレージ、低コストのコンピューティング、高パフォーマンスのデー

タベース、管理ツールなどにアクセスできます。これらすべてが、前払い金を必要と

せず使用した分だけのお支払いでご利用いただけます。これらのサービスを使用する

と、組織はより迅速かつ低い IT コストでスケールすることができます。AWS は最大規

模の企業や注目を集めている新興企業から信頼されており、ウェブアプリケーショ

ン、モバイルアプリケーション、ゲーム開発、データ処理、データウェアハウス、ス

トレージ、アーカイブなど多様なワークロードを支援しています。 

寄稿者 

本書の執筆に当たり、次の人物および組織が寄稿しました。 

 Sajee Mathew (AWS 主任ソリューションアーキテクト) 

 

https://portal.aws.amazon.com/gp/aws/developer/registration/index.html
https://aws.amazon.com/training/intro_series/
https://www.youtube.com/user/AmazonWebServices
https://www.youtube.com/user/AWSwebinars
https://aws.amazon.com/training/self-paced-labs/
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